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ものづくりの技術を伝えることで
地域の活性化を目指す

福知山市、舞鶴市、綾部市、宮津市、京丹後市、伊根町、与謝野町で構成する京都府北部

５市２町。

古くは海を通して大陸からの技術・文化を先進的に取り入れる玄関口であり、人流・物流の

拠点として発展してきたこの圏域には、多様性を包容するなかで、新しいものを受け入れる包

容力と工夫を凝らしてものづくりの技を磨き続ける気風があります。

また、この圏域は人口が集積する関西圏につながる陸路とアジアへの海路がつながる地域

であり、かねてから念願であった舞鶴若狭自動車道・京都縦貫自動車道の全線開通や京都

舞鶴港が日本海側拠点港に選定されるなど、経済発展に必要不可欠な社会基盤の整備が

進み、着実に人やモノの流れが変わりつつある中で、この圏域での工場用地取得件数も増加

しております。

圏域内の製造品出荷額は年間約6,400億円に達し、従業員100名以上の会社は128社を

数え、丹後ちりめんなどの織物産業から、半導体製造装置の最新鋭設備を備えた工業団地

群まで幅広いものづくり産業が圏域に分布しています。

この冊子は、ものづくりの圏域としての認知度向上、地元企業のＰＲ、さらには、分野を横断

した技術のマッチングによる新たな製品開発やビジネス創出につながる「情報冊子」として活

用していきたいと考えており、繊細な技術力や開発力がある中小企業、“きらり”と光る技術や

製品を持つ圏域内の企業３１社を紹介いたします。

京都府北部地域の５市２町は、それ

ぞれが有する強みを生かし、一つの経

済・生活圏を形成し、中核市にも匹敵

する公共サービスや都市機能を備え

た圏域全体の活性化を図る新たな連

携都市圏の形成を進めています。 京
都
府
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⓰ユーハン工業

⓬福知山重工業

❺ 衣川シャーリング

� ちきり屋

❾ 長崎工業

� 京都プラント工業

� 田勇機業

⓫ ヒロセ工業 

� クスカ

❹ 大宮日進

� 与謝娘酒造

❷ 浅田可鍛鋳鉄所
⓳ 京都庵

❽ 田中製作所

� タマヤ

⓴ 創造工房

� 谷口酒造

⓯ 峰山鉄工所

❸ WELD ONE

� 白石バイオマス

� 民谷織物

❿ 橋電

� 丹後ジャージー牧場

❻ シオノ鋳工

⓲ 加悦ファーマーズライス

� 竹中罐詰

⓱ 飯尾醸造

⓮ 細井工業

⓭ 平和熔工所

❶ アカツキ製作所

❼ 大平電機

機械金属関連

❶ アカツキ製作所 綾部市 4

❷ 浅田可鍛鋳鉄所 福知山市 6

❸ WELD　ONE 与謝野町 8

❹ 大宮日進 京丹後市 10

❺ 衣川シャーリング 福知山市 12

❻ シオノ鋳工 与謝野町 14

❼ 大平電機 綾部市 16

❽ 田中製作所 舞鶴市 18

❾ 長崎工業 舞鶴市 20

❿ 橋電 福知山市 22

⓫ ヒロセ工業 京丹後市 24

⓬ 福知山重工業 福知山市 26

⓭ 平和熔工所 舞鶴市 28

⓮ 細井工業 舞鶴市 30

⓯ 峰山鉄工所 京丹後市 32

⓰ ユーハン工業 福知山市 34

食品関連

⓱ 飯尾醸造 宮津市 36

⓲ 加悦ファーマーズライス 与謝野町 38

⓳ 京都庵 福知山市 40

⓴ 創造工房 京丹後市 42

� 竹中罐詰 宮津市 44

� 谷口酒造 与謝野町 46

� 丹後ジャージー牧場 京丹後市 48

� ちきり屋 福知山市 50

� 与謝娘酒造 与謝野町 52

織物関連

� クスカ 与謝野町 54

� 民谷織物 京丹後市 56

� 田勇機業 京丹後市 58

その他

� 京都プラント工業 綾部市 60

� 白石バイオマス 京丹後市 62

� タマヤ 綾部市 64

掲載企業マップ目　次



日本の水平器製造を切り開いた
アカツキ製作所の本社社屋

ズラリと並んだアカツキ製作所の
水平器製品など
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品質で勝負、差別化図り
危機脱す

日本初の国産水平器メーカーがこの

会社。創業者の小寺傳次郎氏が大阪市

港区市岡で小寺計器製作所を設立し、

1919年から水平器の製造を始めた。以

来、水平器のパイオニアとして国内業界

をリードしてきたが、一時は中国製の安

い水平器に押しまくられる厳しい時代が

あった。「見た目が変わらないため厳し

い競争にさらされました。しかし、勝負は

やっぱり品質。『メイド・イン・ジャパン』を前

面に出し、日本国内で生産したことを強

調して高品質や高精度をアピールすると

ともに、設計者を育ててデザインや色など

で徹底的な差別化を図った結果、10年

ほど前にやっと危機を脱することができま

した」。

「魂入れてモノづくりをする」
創業１世紀近い老舗企業でも、技術

革新のスピードが速い業界で市場の信

用を獲得し続けるのは容易ではない。社

是には「常にたゆまず努力と熱意でかぎ

りなき前進をはかる」とあるが、長年蓄積

した技術とノウハウを承継しながら市場

ニーズに適合した付加価値の高い商品

開発をどのようにして可能にしているの

か。そんな疑問に小寺建樹社長（36）は

サラリと答える。「魂を入れてモノづくりを

することに尽きます」。

具体例を挙げると…。同社では、出荷

前の検査で検査員が製品を全数検査

して検査後は、どんな小さな製品でも個

体識別番号を付ける。また、取引先から

朝に依頼があると、その日の夕刻には図

面を仕上げて届けるよう心掛けている。

全て即日対応しているわけではないが、

「費用対効果」を検討しながら「良い仕

事」かどうかを判断して進める。このほ

か、新企画の商品が持ち込まれてきた際

の同社のスピード対応には定評がある。

大阪発祥の水平器メーカーだった会

社が綾部市に来た理由は先の戦争だ。

45年２月に大阪の市岡工場が戦災で焼

失したため同工場を綾部に移転。８月に

終戦となったため、綾部での水平器製造

を再開したというわけだ。

その後、「暁製作所」は綾部の地で成

長。76年に改組して株式会社アカツキ製

作所と社名を変更した。93年には本社社

屋を新築。同年７月には「ＩＳＯ9001」を認

証取得した。また2012年には、大阪府東

大阪市小阪に大阪事務所を開設した。

ユーザー目線の
製品開発を目指す

今後の事業展開、会社の方向性につ

いて小寺社長は「カンボジアやマレーシ

ア、ベトナム、タイなど今後の発展が見込

まれる東南アジアの国々から発注や問い

合わせが数多く寄せられています。東南

アジアで今後、建築工法の技能レベルの

アップや建築への考え方、とりわけ土台

の精度がもっと重視されるようになれば

当社の水平器がもっと必要とされ、出荷

額も伸びそうです」と語る。また、従来か

ら同社の販売ルートは代理店経由に限

定したビジネススタイルの「ＢtoＢ」だった

が、今後は消費者からの要望や情報が

入る「ＢtoＣ」に変えたり、新たな商品開

発や販売に協力してもらえる企業と連携

していくことでユーザー目線での製品開

発を目指していく必要があるとしている。

日本初の水平器メーカー
「この会社が傾けば日本の建造物のほとんどが傾く」

と昔からよく、冗談交じりで言われてきた。京都府綾部市
に本社を置くアカツキ製作所。１世紀近く前に日本で初
めて水平器を製造した業界のパイオニア。創業者のイニ
シャルからとった「ＫＯＤ」のブランドで広く知られる日本
の水平器業界きっての老舗企業だ。

【会社概要】
名 称 株式会社アカツキ製作所
代 表 者 代表取締役社長　小寺建樹
業 種 製造業（水平器製造）
資 本 金 4,000万円
従業員数 正社員32人、アルバイト等5人
住 所 京都府綾部市井倉新町石風呂53
電 話 0773‐42‐1001
ファクス 0773‐42‐2043
ホームページ http://www.kod-level.co.jp/

【沿革】
1919年 小寺傳次郎が大阪市港区市岡で

「小寺計器製作所」を創業。国産初
の水平器の製造を開始

1945年 大阪市岡工場が戦災で焼失、8月に
終戦となり綾部市に移転して水平器
の製造を再開

1976年 株式会社アカツキ製作所に改組（資
本金2,000万円）

1978年 資本金3,000万円に増資
1993年 本社事務所の社屋を新築
2001年 資本金4,000万円に増資
2001年 ＩＳＯ9001の認証取得
2012年 大阪府東大阪市小阪に大阪事務所

を開設

株式会社

アカツキ製作所

綾 部 市
水平器製造業

「ＢtoＣ」や企業連携に積極姿勢をみせ
る小寺社長

アカツキ製作所の工場内



長田野工業団地にある本社工場

ダクタイル鋳鉄（右）と中空鋳鉄

三和工場の検査の様子
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福知山市
鋳物製造業

世界初の
「密閉中空鋳鉄」を開発

ダイハツ工業を中心に富士重工業や

豊田自働織機、ホンダ系列の武蔵精密

工業といった国内自動車メーカー向けに

デフケースやエンジンブラケットなどのダク

タイル鋳鉄部品を製造するほか、建設機

械や産業用機械の部品も手掛ける。

自動車用デフケースの生産量は月20

万個に上り、国内を走る車両の３～４台に

１台は浅田可鍛鋳鉄所の製品が使われ

ているという計算になる。

20年前には独自素材となる「FCD―

special」を開発。通常のダクタイル鋳鉄

はカーボンの含有量が多く溶接が難しい

とされるが、同社はダクタイル鋳鉄に熱

処理を行って表面の脱炭（カーボンの除

去）処理を施すことで鋳鉄の溶接を可能

にした。

また、顧客の軽量化ニーズに応えるた

め、鋳鉄内部が空洞になった世界初の

「密閉中空鋳鉄」の開発に成功した。従

来の中実品と比べ重量は30～40％削減

できるだけでなく、肉厚は1.5～3.0㎜と薄

肉化を実現。箱型断面形状のため曲げ

強度は中実品の1.3倍に向上した。

中空部は空気の断熱層となるため高

い保温・断熱性能を持ち、中空部に油や

ゴム、砂などを封入することにより防振・

制振効果も得ることが可能で、振動の減

衰時間は中実品の10分の１になるという

優れもの。現在、自動車以外の用途を含

め、実用化に向けて研究を続けている。

品質向上へ
「カスタムオーダー」や
「トレーサビリティー」導入

一方、ダクタイル鋳鉄は材料や設備な

ど製造条件のバラつきを考慮してグレー

ドの規格幅が大きく設定されている。こ

れは製品の仕上がりにも若干のバラつき

が生じることになるが、同社は顧客が求

める製品の機能にマッチした硬度や引っ

張り強さをピンポイントで実現するため「カ

スタムオーダーシステム」を導入してい

る。

鋳鉄専用の銑鉄を使用するほか、現

場作業者の技術力により、一定品質の

製品を作り続けることが可能。硬さのバ

ラつきもなくなるため加工刃物の長寿命

化にもつながっており、浅田博史副社長

（44）は「他社ではほとんどできない技術

だと自負している」という。

また業界で先駆けて導入している製

品１個単位での「鋳造トレーサビリティー

システム」も強みの一つ。通常はロット単

位の管理が主流だが、同社の場合は製

品１個単位で製造条件がトレースできる

だけでなく、できる限りの製造条件データ

を計測して保存し、工程内の不良の原

因を即座に突き止め、その後の不良品を

減らすことにつなげている。

販路拡大については、名

古屋などで開かれる自動車

部品の展示会に出展。同社

の製品や技術に関心を持

つ取引先を本社に招き、工

場を見学してもらって同社

への理解を深めてもらうこと

で受注につなげている。

【会社概要】
名 称 株式会社浅田可鍛鋳鉄所
代 表 者 代表取締役会長　浅田章介
業 種 鋳物製造業
資 本 金 4,500万円
従業員数 正社員113人
住 所 京都府福知山市長田野町１丁目29

番地
電 話 0773-27-2058
ファクス 0773-27-2207
ホームページ http://www.asada-katan.co.jp/

【沿革】
1916年 大阪市東成区にて創業。「白心可鍛

鋳鉄」を製造
1974年 福知山工場竣工。「球状黒鉛鋳鉄」

を製造開始
1977年 本社全機能を福知山に集約
2005年 三和工場竣工。機械加工専門工場と

して創業開始
2013年 鋳造ライン（ACE）増設。三和工場増設

オンリーワン技術で事業拡大を
創業から100年以上続く鋳物専業メーカーとして、主に自動車メーカー向

けの球状黒鉛鋳鉄（ダクタイル鋳鉄）部品を製造。ダクタイル鋳鉄にロウ付
けや溶接ができる鋳物「FCD―special」や、軽量かつ高強度を実現した新
素材の「完全密閉中空中鋳鉄」というオンリーワン技術も有し、事業拡大に
努めている。

「小さくともキラリと光る企業」を
目指している浅田博史副社長

株式会社

浅田可鍛鋳鉄所

人材育成では現場ごとに小集団を作

り、安全面や効率生産の目標を掲げて

従業員自らが考え、支え合うような職場づ

くりに注力。チームワークで熟練技術者

が若手社員に技術を伝えられる環境づく

りにも一役買っている。

「小さくとも
  キラリと光る企業」に

ダクタイル鋳鉄を中心に新技術を活用

した事業展開も視野に入れる浅田副社

長は「『小さくともキラリと光る企業』の企

業理念の通り、社員が生きがいを持ち、

幸せになれる会社づくりを進めるととも

に、仕入れ先や協力会社とも共存共栄を

図っていきたい」と願っている。



2016年に発売した京都YOSANO　ROASTER

溶接作業をするWELD ONEの職人ＮＡＨＢＳ出展した自転車「鬼」
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で、チタン合金でオーダーメード自転車を

製造しているメーカーはなかった。

チタン溶接技術は折り紙つき
理由は技術。チタンやチタン合金は加

熱時に空気に触れると、酸化する性質が

ある。酸化すればそこがもろくなり、安全

性が確保できないためだ。

しかし、小西代表はチタン合金を溶接

するノウハウを持っていたため、2012年、

「ＯＲＧＥ（オーガ）」という名前のチタン

合金を使った国内唯一のオーダーメード

自転車ブランドを立ち上げた。

小西代表の溶接技術は京都府溶接

技術競技大会や関西溶接技術競技大

会で優勝を飾るなど折り紙つきで、府知

国内唯一のオーダーメード
チタン自転車メーカー

小西栄二代表（50）は、造船会社など

鉄工関連メーカーで溶接技術を磨いた。

代表の趣味はオフロードのバイクレー

スで若いころからレースに参加している。

バイクのオフロードレースやトライアル競

技は車体が軽いほうが取り回ししやすく

有利な一方、車体が岩などにぶつかるこ

ともあり、強度も求められる。

チタンは、これらの問題を解決するには

うってつけの素材だが、コストの問題から

バイクメーカーは、チタン製の部品を製造

していなかった。

そこで、持ち前の溶接技術で軽くて強

いチタン製の部品を自作し、自身のバイク

に取り付け始めたのが、WELD ONE誕

生のきっかけ。

WELD ONEの立ち上げ直前には、

ロードレースやトライアル競技の日本トップ

レベルの選手に部品を供給、実践で使

用した選手の意見を取り入れて商品開

発をした。

一方、バイク部品と並行し、チタン合金

での自転車フレームの開発にも乗り出し

た。自転車もバイク同様、求められるのは

軽さと強さ。チタン合金が両方を兼ね備

えており、素材としては最適だったが、国

内でチタン合金を用いた自転車フレーム

を作っていたのは大手メーカー１社だけ

事が選ぶ「現代の名工」にも選ばれてい

る。

高いデザイン性に世界も注目
また、溶接時に青く変色するチタンの

特性を活かしたデザイン力にも定評が

あり、同年にはアメリカで開かれる世界

最大のハンドメード自転車見本市「ノー

スアメリカンハンドメイドバイシクルショー」

（ＮＡＨＢＳ）に、チタンとカーボンで作った

「鬼」という自転車を出展し高く評価され

たほか、13年には京都デザイン賞入選も

果たしている。

若い職人を育成するために家庭用の

コーヒー豆焙煎機「京都ＹＯＳＡＮＯ　Ｒ

ＯＡＳＴＥＲ」（ヨサノロースター）も発売。

この商品の製造が仕事をしながらの人

材育成につながっている。

今後、取り組みたいと考えているのが、

カーボンファイバー製品と体の不自由な

人向けのスポーツ用品。「マラソン用の車

いす、チェアスキー用品などチタン溶接

技術は多くのニーズがあるはず」と小西

代表は話す。

また、高い技術とデザインのオリジナル

性を前面に「国内にとどまらず、世界視

野の営業に取り組みたい」とも話してい

る。

チタン製自転車で
世界進出を

簡単に真似のできない優れた技術で、誰も作らない物を―。WELD 
ONE（ウエルドワン）は、高い溶接技術でチタンやチタン合金を用い
た、バイク部品、自転車などを作っているメーカーだ。その名前は世界
に知られているが、海外への販路開拓に苦労しており、海外にコネク
ションをもつ企業と連携して販路拡大を図るのが今後の目標だ。

WELD ONE

チタン製自転車を持つ
小西栄二代表

与謝野町
自転車・

バイク部品製造業

【会社概要】
名 称 WELD　ONE
代 表 小西栄二
業 種 自転車・バイク部品製造業
従業員数 ３人
住 所 京都府与謝郡与謝野町明石2400
電 話 0772-42-2670
ファクス 0772-42-2670
ホームページ http://www.weld-one.com/

【沿革】
2011年 WELD　ONE設立。オートバイ競技

部品の製造販売開始
2012年 チタン製自転車「ORGE」の製造販

売開始
2013年 京都デザイン賞入選
2015年 小西代表が京都府の「現代の名工」

にショールーム併設の新工場完成
2016年 家庭用コーヒー焙煎機

「京都YOSANO ROASTER」発売 
立型マシニングセンタ導入



ＣＡＥ解析の様子

大宮日進の製品

鍛造加工の様子
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一貫生産で革新技術に挑戦
小物機械部品の素形材を製造する鍛造メーカー。社内で金型の設計・製

作を行い、鍛造・焼準・ショットなど素材の完成まで一貫して製造することが
可能なシステムを構築。創業以来30年間積み重ねた熱間鍛造に関するノ
ウハウと革新技術への挑戦が強みだ。

大宮日進の外観

【会社概要】
名 称 株式会社大宮日進
代 表 者 代表取締役社長　荻野孝一
業 種 鍛工品製造業
資 本 金 6,000万円
従業員数 正社員99人、パート・アルバイト等14人
住 所 京都府京丹後市大宮町谷内195
電 話 0772-68-0800
ファクス 0772-68-0880
ホームページ http://ohmiyanissin.co.jp/

【沿革】
1987年 ㈱日進製作所の子会社として設立。

工業用ミシン部品、二輪車用部品の
製造開始

1992年 四輪車用部品の製造開始
2000年 ＩＳＯ9001認証取得
2006年 ＫＥＳ環境マネジメントシステムステップ１

認証取得

株式会社

大宮日進

京丹後市
鍛工品製造業

ＣＡＥ解析で「短納期」
「高品質」「低コスト」を実現

主要製品は自動車・バイクのエンジン

部品、産業機械部品や特殊材コネクター

など。発注者の部品図面を基に金型設

計から目視による検査、品質保証までで

きる体制を整えている。

また、設計した製品を実際に作る前

段階で、コンピューターで 「シミュレーショ

ン」 する最新のＣＡＥ解析技術を用いる

ことで、部品の一部が欠ける「欠肉」な

どの問題を事前に検知できる能力も有し

ている。ＣＡＥ技術を用いている鍛造メー

カーは京都府内でも珍しいという。

このような企業努力により、「短納期」

「高品質」「低コスト」を実現させるととも

に、顧客に具体的な鍛造形状を提案す

ることができる。

ネットシェイプ化にも対応
大宮日進がメーンに製造している自動

車やバイクのエンジン部品は重要保安

部品に位置付けられており、強度や安

全性が求められる。これらの部品製造で

培った技術とＣＡＥ解析を用いることで、

一般的には鍛造では難しいと言われて

いる角RがR1の部品にも対応。これによ

り、鍛造後の切削工程が省略でき、発注

者の生産コスト大幅低減が可能となっ

た。

持ち込まれた依頼は検討、見積りを行

い、一度はチャレンジすることにしており、

例え少量の注文であっても可能であれ

ば受け入れるという。

製品の品質には自信を持っており、

2000年にはＩＳＯ9001の認証を取得して

いるほか、毎年実施している顧客に向け

た満足度調査では、「製品品質」と「納

期対応」について特に高い評価を得て

いる。また、客先要求対応についても「迅

速である」と評価されている。顧客との信

頼関係を深めるため、定期的に顧客訪

問を行っており、顧客の要望に耳を傾け

ている。

高品質な製品を生み出すため、技術

者の育成にも力を注ぐ。プレス機械のオ

ペレーターについては、経験年数により

国家検定の「鍛造技能士」の資格取得

を促しており、資格取得者には奨励金を

支給し、モチベーションアップにつなげる

などスキルアップに努める。

先を見据えた技術開発で世界へ
今後の事業展開としては、顧客それぞ

れのニーズに迅速に対応する態勢をさら

に充実させ、信頼され

る企業を目指したいと

いう。

この中でも、主力の

自動車部品分野はガ

ソリン車からハイブリッ

ト車や電気自動車等

への過渡期であること

に着目。次世代自動車

に対応した鍛造部品

の提案など十数年先を見据えた技術開

発に取り組んでいる。

自動車だけでなく、エネルギー分野で

も大きな変革が起こりつつあるため、様々

な分野の情報収集に努め、いち早く事業

につなげられるようにしている。

このためにも同社の経営理念にある

「世界的視野のもと未来を創造する」と

いうポリシーに則
のっと

り、海外展示会への出

展や海外企業の訪問など、世界に向け

て営業展開している。



衣川シャーリングの本社

レーザー加工機を駆使して加工した鋼材

１円玉ほどの小さな製品の加工もできる
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福知山市
金 属 加 工 業

レーザー切断やガス溶断、シャーリング

切断、ノコ切断と曲げ加工を行い、機械

部品をメーンに自動車用部品や建築用

の金物、美容室でカットした髪を入れるダ

ストボックスまで、要望があればどんなも

のにも対応する。取引先は長田野工業

団地の大手企業から北近畿の中小企業

まで200社を超える。

熟練技術で高精度、高品質の
仕上がり実現　

2009年２月には従来の直線のみの

切断から曲線や凹凸の加工に対応す

るためドイツ・トルンプ社製のレーザー切

断機を導入。最大サイズは1,500mm×

3,000mm、厚さは鉄なら16mm、ステンレ

スは12mmまで高精度かつ高品質な切

断加工が可能に。曲げ加工機は100ｔ×

2,500mmの能力があり、熟練した職人の

技術で高精度、高品質な仕上がりを実

現する。

もともと鋼材販売を手掛けていたことも

あり、材料の仕入れから切断、曲げ工程

までを一貫して行えることから大幅な納

期短縮を図れるのが強み。レーザー切断

機で切断できる鋼板だけではなく、アッセ

ンブリー図面に記されたパイプや形鋼、

網などの材料も同時に納入することがで

きる。

10万点もの加工履歴を保存
レーザー切断機と同時にCAD-CAM

も導入し、取引先から提供を受けた図面

から、曲げ加工前の展開図も制作。これ

までに手掛けたレーザー切断のデータは

すべて保存しており、10万点に上る加工

履歴を的確に管理している。

取引先は品質重視や納期重視など要

望も様々で、衣川成也専務（42）は「お客

様とコミュニケーションを図りながら、必要

な品質を確保できるように努めています」

と話す。こうした努力で顧客拡大を進め

ており、「切る仕事でありながら、お客様

から次のお客様、そして地域へとつなが

る仕事でありたい」と衣川専務は言う。

衣川専務は地元商工会議所で活動

するほか京都中小企業家同友会福知

山支部長として経営資質の向上、地域

活性化に向けた活動を展開。京都北都

信用金庫と取引がある福知山市内の若

手経営者でつくる「ほくと元気塾」の会長

として異業種交流などにも尽力してきた。

〝縁の下の力持ち〟で
顧客を笑顔に

同社の職場は専門知識を必要とする

ことから、加工機を自分の手足のように

扱い、その能 力を

最大限生かせる職

人の育成に注力。

加工工程ごとに専

任者を置き、熟練し

た技術であらゆる

ニーズに対応して

いる。

衣川専務は「一次加工業者として取

引先の〝縁の下の力持ち〟の存在であり

続け、その先にいる、実際に製品を使う

お客様が笑顔になれる製品づくりをして

いきたい」といい、「弊社の機械・技術力

を有効に活用してほしい」と求めている。

【会社概要】
名 称 株式会社衣川シャーリング
代 表 者 代表取締役　衣川吉一
業 種 鋼材販売業、金属加工業
資 本 金 1,000万円
従業員数 正社員12人
住 所 京都府福知山市字土1117-319
電 話 0773-27-5048
ファクス 0773-27-6796
ホームページ http://www.fukuchiyama-kigyou.

net/member07.htm/

【沿革】
1955年 創業
1990年 法人化（株式会社）
2009年 トルンプ社（ドイツ）製レーザー切断機

導入

最先端のレーザー加工機で
幅広いニーズに対応

1955年、鋼材販売を手掛ける企業として産声を上げた。取
引先の要望に応える形で鋼材の切断や曲げの加工を行うよ
うになり、現在は鉄やステンレスの加工を主力とした事業を展
開。最先端のレーザー加工機も導入し、高い技術力で幅広い
ニーズに対応している。

レーザー加工機の前に立つ
衣川吉一社長（左）と衣川成也専務

株式会社

衣川シャーリング



鋳造作業の様子 シオノ鋳工の外観

毎年社員全員で挑戦している三輪車レースでの記念写真
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ノウハウをデータ化し、
誰が何をつくっても高品質に

シオノ鋳工は10～1,000㎏の製品を手

掛ける銑鉄鋳物製造業者。創業は1830

年の天保元年と古い。時代とともに製造

品目は変遷してきたが、現在は繊維機械

部品やポンプ部品、工作機械部品、産業

機械部品を主に製造している。

鋳物をつくるのは溶かした鉄の温度や

型に流し込む際の速度など、長年の経

験からくる勘、コツが必要な職人技だ。し

かし、シオノ鋳工では、人材育成と品質

向上の観点から、ノウハウをデータ化する

ことに取り組んでいる。

具体的には、生産時の温度などをパ

ソコン上に記録する。製品の形状や大

きさによって最適な温度や速度は違って

くる。その上、鋳物製造の工程は少なく

ないため、受注しているすべての製品を

データベース化するのは非常に手間が

かかる。

しかし、これらがデータベース化されれ

ば、誰がどの製品を作っても品質は保た

れるため、納期短縮や不良率の低下な

どに役立っているという。

金枠はサイズ別に約100種類有してお

り、多品種少量生産から、最大月200枠

までの注文に対応。2000年に新築移転

した工場は、砂出し、抜型、塗型、カブセ

の工程をライン化。ロスなく鋳型完成まで

が終えられるため、生産性が良いのが特

長。

KESの認証を取得し、
不良品が激減

また、不良品を作ることは「エネルギー

や資源の無駄遣い」という認識から環境

マネジメントシステム「ＫＥＳステップ２」の

認証を取得。不良原因の究明などに力

を注ぎ、製品の不良率は07年が3.72％

だったのに対し、10年は1.52％と半分以

下に低下した。

鋳造業の一般的な不良率は２～５％と

言われており、シオノ鋳工はこれを大きく

下回っている。

円滑な人間関係へ、
三輪車レースに挑戦

社員同士のコミュニケーションに力を

入れているのも社内の士気向上に一役

買っており、生産性アップにもつながって

いる。塩野社長の「人としてのモラルを大

切にすることが、組織の中での人間関係

を円滑にする」との考えから、朝礼や毎

週１回の会議のほか、毎年秋に南丹市

で行われる三輪車レースにも全社で参加

しており、出場回数は８回を数える。

大会前には社員らが休日を返上して

準備をする姿も見られ、社内の風通しを

良くする一因にもなっているという。

今の課題は前工程の木型製造や後

工程の機械加工、表面処理などを他社

で行っている点。顧客ニーズは完成まで

をワンストップで行いたいというのが実情

で、これらの業種との連携を円滑に行い、

ニーズに対応していきたいという。

【会社概要】
名 称 株式会社シオノ鋳工
代 表 者 代表取締役　塩野浩士
業 種 銑鉄鋳物製造業
資 本 金 1,000万円
従業員数 26人
住 所 京都府与謝郡与謝野町金屋1917-１
電 話 0772-42-6288
ファクス 0772-43-0297
ホームページ http://www.shiono-cast.com/

【沿革】
1830年 旧加悦町加悦で創業
1971年 資本金800万円に
1996年 資本金1,000万円に増資
2000年 現在地に工場移転
2015年 経営理念発表会開催

100年後も〝成幸〟であり続ける
企業めざして

社の理念は「要」。社員幸福の要となり、地域社会の要となり、社会生活
の要となることを目標とし、「100年後も〝成

せい

幸
こう

〟であり続ける」ことをビジョン
として掲げている。「成幸」とは塩野社長の造語で成長と幸福を合わせた言
葉。このビジョンの実現を目指して、社員同士のコミュニケーションを大切に
し、創業以来187年間で培った鋳造技術を駆使して優れた製品をつくり続
けている。

塩野社長を中心に勢ぞろいした
シオノ鋳工の社員ら

株式会社シオノ鋳工

与謝野町
銑鉄鋳物製造業



櫟の木が植えられた本社事務所正面玄関付近

万全の制御システムを誇る大平電機
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総合エンジニアリング会社へ
飛躍期す

63年前に自動車電装品の修理業から始めたが、モーターや電気設備工
事、制御盤の設計・製作の修業を終えてＵターンした２代目が引き継ぎ、「京
都のサービスメンテナンス会社」から「京都の総合エンジニアリング会社」へ
と飛躍を期している。

藤田正人社長

モーター整備で新品
同様にメンテナンス

「三方よし経営」で
千年企業を目指す

日本経済がようやく敗戦後の混乱から

立ち直りかけた1951年、綾部市街地の

中心部で一人の男が小さな工場を始め

た。自動車の電装品の修理が主な仕事

で、やがて一般の回転機モーターの修理

も手掛けるようになった。藤田正二初代

社長がその人。当初は「大
たい

平
へい

電機工業

所」と称したが、事業が順調に伸びるに

つれ工場を増設。89年に株式会社大平

電機に社名変更した。この頃には、大型

回転機を中心に受電設備や設計設備な

どの電気工事や生産設備機器の制御

盤の更新まで業務を拡大した。

「武者修行」で貴重な経験
創業者が長男である正人さんに勧め

たのは「武者修行」。自らが良く知る電気

設備会社を紹介したほか、「これからは

制御盤をやらねば」という父のアドバイス

に従って正人さんも制御盤の設計製作

会社やモーターの回転機の修理会社を

自分で探して貴重な経験を積んだ。89年

に正人さんがUターンし、制御盤の製作

工場を建設。大手メーカーへのメンテナ

ンスや制御盤の設計・製作を数多く受注

した。

綾部市井倉新町に現在の第2セン

ターを建設し、2002年には父から長男の

正人さん（54）に社長を交代した。

創業者の父から経営のバトンを受け

た正人さんは05年、本社工場棟（現在の

第1センター）を増設し、大手メーカーの

認定メンテナンス会社として全国の納入

機器のメンテナンスを手掛けるようになっ

た。こうした積極策に伴って身に付けた

メーカーレベルの技術力は今、顧客の大

いなる信頼獲得に結びついている。

事業はその後も着実に進展。08年に

福知山営業所を新設、翌年には環境マ

ネジメントシステム「ＫＥＳ　ＳＴＥＰ２」を

取得した。15年には綾部市井倉新町に

新しい本社工場を建てて本社事務所と

工場の規模を拡大し、大型モーターの

修理設備やメーカーレベルの試験設備

を導入した。トップクラスのモーター・イン

バーターの在庫を

誇り、15年に新た

に建設したエンジ

ニア棟では開発と

制御盤の製作が

行われている。

従業員に「工場メンテ365」徹底
経営理念や経営方針で従業員に周

知徹底しているのが「工場メンテ365」と

「三方よし」経営。これは「お客様の不

便や不満、不安、不具合を安心と満足に

変える」ことを意味しており、24時間365日

いつでもお客様の要望に対応できる力を

磨くことを目指している。企業で最も大切

な経営理念が従業員全体に徹底してい

ることの現れの一つは定着率。昨年、地

元商工会議所で行われた永年勤続表

彰では55年勤続の社員が表彰を受けた

ほか、「若い社員たちが全く辞めていな

い」（藤田社長）のも自慢の一つだ。

京都府北部と兵庫県北部で電気設

備のメンテナンスを行う業界をみたとき、

制御盤の連動盤試験設備を持つ建屋を

保有している企業はごくわずか。このた

め、今後の主な競合相手は大手メンテナ

ンス会社ということになる。厳しい戦いは

承知のうえだが同社は、メンテナンス60

年の年月で築いた信用と技術を誇る中

小企業ならではの企業姿勢といえる「工

場メンテ365」を掲げ、「小回りが利く顧客

対応」で乗り切っていくつもりだ。

綾 部 市

【会社概要】
名 称 株式会社大平電機
代 表 者 代表取締役社長　藤田正人
業 種 モーター修理・整備、制御システム

設計・製作、電気・配管設備
資 本 金 2,000万円
従業員数 正社員15人、アルバイト等2人
住 所 京都府綾部市井倉新町

南大橋17-2
電 話 0773-42-0888
ファクス 0773-42-2750
ホームページ http://www.eng-taihei.co.jp/

【沿革】
1954年 藤田正二（初代代表取締役）が綾部市

本町６丁目で大平電機工業所を創業。自
動車の電装品・モーターを中心に修理業
を始めた

1978年 綾部市宮代町に工場移転。自動車電
装品修理、モーターや電動工具修理

1989年 株式会社大平電機に社名変更。大型
回転機を中心に、受電設備、設計設備
等の電気工事や生産・設備機器の制
御盤の更新まで業務を拡大

1992年 第2工場（現在の第2センター）建設
2002年 藤田正人が代表取締役に就任
2005年 本社工場棟（現第1センター）を増設
2008年 福知山営業所を開設
2009年 環境マネジメントシステム＜KES　

STEP2＞を取得
2015年 新本社工場・総合事務所棟を井倉新

町南大橋に建設。大型モーター修理
設備、メーカーレベルの試験設備を整
える。旧本社工場を在庫センター（第
1センター）に変更。トップクラスのモー
ター・インバーター在庫。エンジニア棟

（開発及び制御盤製作）を建設

株式会社

大平電機

制御盤等設計、製造



工場内で試験機を製作する従業員

開発機器をチェックする田中正明社長 プレス機
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舞 鶴 市
機械製造業

大手機械メーカーの
受注に対応

設立は1964年。日立造船の技術者

だった田中正明社長（64）の父、守正氏

が独立して開業した。創業当初は同造

船所から受注する金属部品の加工が主

な業務だった。

創業から２、３年後に社の転機が訪れ

る。技術力を買われ、機械メーカーの笹

倉機械製作所（現ササクラ）からの空冷

ファン製作受注につながった。その後、大

手の島津製作所から試験機の製作依

頼があり、機械製作が軌道に乗って事業

の柱になった。

これまで各種試験機、専用工作機械、

大型空冷ファン駆動装置、各種検査機、

線材矯正機、搬送機器、各種プレス機な

どを製作。コンクリートや鉄鋼、ねじなどの

強度を調べる試験機など、生産が１台の

みという「特殊品」の製作依頼も少なくな

い。　

構想提案から納入まで
一貫製作

田中社長は「ちょっと難しいモノ、邪魔

くさいモノを何とか製品に仕上げること

は得意。先代の父が変わったモノを作る

のが好きで、従業員もその気質を受け継

いでいる」と話す。構想提案、設計、製

作、性能確認、納入まで一貫して行い、

図面に表記されない部分も読み取って

製品仕様に反映させている。

これまで関わりのあった業種は金属を

始め、繊維、紙、電気、電子、水、油、樹

脂、ガラス、発電、船舶、医療、建築、梱包

など枚挙に暇
いとま

がない。田中社長は「馬鹿

げた内容でも解決できるものがあるかも

知れない。現場での困り事など様々な要

望を頂ければ取り組ませて頂きます」と

心強い。

共同開発も歓迎する。互いのノウハウ

を持ち寄れば、より良い製品・技術が生ま

れる。製造関連や検査装置関連、新技

術開発に挑む企業との連携、マッチング

を望んでいる。

そして将来は、オリジナル製品の売り

上げ比率を高めることを目標に据えてい

る。売上高の３割以上を占める自社製品

を確立し、経営の安定化を図る。

人材育成にも注力していく。ポリテクカ

レッジ京都や舞鶴工業高等専門学校な

ど地元の高等教育機関を積極的に活

用。地域の企業団体での講

習、社内でのＯＪＴ（オン・ザ・

ジョブ・トレーニング）教育、検

定、免許取得、見学会参加な

ども積極的に奨励している。

良い製品を提供し
地域社会に貢献

社の経営理念は「従業員

全員の品質に関する考えを

一つにし、良品を顧客に提供

することにより企業を発展さ

せ、地域社会と従業員の利

益に貢献する」。過疎化が進

【会社概要】
名 称 株式会社田中製作所
代 表 者 代表取締役社長　田中正明
業 種 機械製造業
資 本 金 2,000万円
従業員数 正社員22人、アルバイト等５人
住 所 京都府舞鶴市字森500-1
電 話 0773-62-2860
ファクス 0773-63-5500
ホームページ http://tanaka-seisakusho.co.jp/

【沿革】
1964年 設立。資本金150万円。田中守正氏

が代表取締役就任
1968年 資本金300万円に増資
1974年 手狭になり工場増設。資本金700万

円に増資
1980年 工場増設
1981年 資本金2,000万円に増資
2014年 現社長の田中正明氏が代表取締役

に就任　

無理難題にも応じる機械メーカー
多種多様な試験機や専用工作機械、合理化・省力化機械を得意とする機

械メーカー。無理難題の要望にも応えられる構想提案力や設計・製作の技術
力は高く評価されており、都市部の大手機械メーカーからの信頼も厚い。

田中製作所が製作した検査機

株式会社

田中製作所

む地域社会に貢献するのだという思い

は強い。

現在、地域外の企業からの仕事が売

り上げの98％を占めている。この比率を

下げずに売り上げを1.5倍に増やし、技術

評価も向上させる。田中社長は「地域で

トップとは言わないが、誰もが知っている

会社、『ここに頼めば大丈夫』と思っても

らえるような会社を目指し、全国からの受

注につなげたい」と話している。



機械加工を担う小倉工場

変圧器タンクフレアバーナー

20 21

ら受注。煙突上部に設置して排ガスを処

理する装置で、熱に強く酸化しにくいオー

ルステンレス仕様の製品は、高く評価さ

れている。近年は年間２基程度製作して

おり、製品は台湾、シンガポール、インドネ

シアなどに出荷されて新興国の経済発

展に一役買っている。

変圧器タンクは電機メーカーからの依

頼を受けて製作。大規模な事業所や工

場、発電所などで使用されており、長さ４

m、高さ３m、幅1.5mにもなる高容量の製

品を手掛けることも多い。同社の高い溶

接技術と寸法精度に対する信頼度は絶

大で、長年にわたってメーカーの要望に

応え続けている。

溶接、鉄工、機械加工を
一貫対応

1963年１月、先代で長崎良一社長

（81）の父、長崎鶴之助氏が設立した

「長崎工業所」が前身。舞鶴の造船所

で溶接・加工を手掛けた先代の技術を

基に同社は発展を遂げた。76年に改組

し、長崎工業㈱が誕生。80年には鉄骨造

３階建ての本社・事務所を建設し83年に

は本社工場を増築。96年には機械加工

を担う小倉工場を増設し、造船にとどま

らず様々な産業メーカーの注文に応じて

きた。

溶接、鉄工、機械加工を社内で一貫

対応できるのが強みで、価格対応力や

納期対応力には自信がある。多様なメー

カーから依頼される図面に基づいて製

缶、板金、機械加工を行っており、高度な

溶接技術を持つ職人が在籍しているこ

とから近年はステンレス、アルミを素材と

する加工が５割以上を占めているのも特

徴だ。

艤装品、燃焼処理装置、
変圧器タンクが主力

主要製品に、創業から携わる船舶艤

装関連装置・部品のほか、燃焼処理装

置（フレアバーナー）や変圧器タンクがあ

る。石油コンビナートなどで使用されるフ

レアバーナーは、プラント設備メーカーか

航空・宇宙など
新分野にチャレンジ

今後は、これまでの技術を生かして新

分野に挑む。同社の長崎實専務は「近

年、製品によっては航空機並みの品質と

精度が求められる事もあり、その要求に

も応えている。今後はこの技術をさらに

伸ばし、航空・宇宙分野や医療分野など

難削材の加工に取り組みたい」と話す。

新たな市場も開拓していく。中国などア

ジアでは造船産業が台頭している。日本

の企業もコストにチャレンジし、競争力を

高めないと生き残れない時代だ。長崎専

務は「これからは海外も視野に、地元同

業者とスクラムを組んだ事業も展開でき

れば」と話す。

現在、従業員の若返りを進めている

同社。ものづくりの好きな人、今ある技術

に満足せず貪欲に伸ばしていける人材

を求めている。長崎専務は「地元に根付

き、多くの人との関わり合いを大切にして

地域社会に貢献する会社を目指す。今、

若い人がどんどん都会に流れているが、

今後は京阪神などからの受注をさらに増

やし、多くの若者を雇用できる会社にした

い」と話している。

期待に応え続ける
「技術のナガサキ」

船舶艤
ぎ

装
そう

品、燃焼処理装置、変圧器タンクが主要製品。製
缶、板金、機械加工を中心に、ステンレスやアルミの加工を得
意とし、様々なメーカーの期待に応え続けている。培った技術を
基に航空・宇宙など新分野への挑戦も模索。舞鶴の「技術の
ナガサキ」は、さらなる高みを目指している。

長崎工業
株式会社

【会社概要】
名 称 長崎工業株式会社
代 表 者 代表取締役社長　長崎良一
業 種 製造業
資 本 金 3,000万円
従業員数 正社員25人、アルバイト等５人
住 所 京都府舞鶴市字森井尻町521
電 話 0773-62-0016
ファクス 0773-64-6381
ホームページ http://www.eonet.ne.jp/

~nagasakikogyokk/enkaku.htm/

【沿革】
1963年 先代の長崎鶴之助氏が個人企業、

「長崎工業所」を創立
1965年 現所在地に工場新築
1976年 法人に改組し、「長崎工業㈱」設立。

資本金500万円
1980年 本社・事務所、鉄骨３階建て社屋落成
1982年 資本金1,000万円に増資
1983年 本社工場を増築
1990年 資本金3,000万円に増資
1996年 小倉工場を増設　

様々なメーカーの期待に
応え続ける長崎工業

舞 鶴 市
製 造 業



「提案型パートナー企業」として歩を進める上田克己社長 福知山工場

長田野工場
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大手メーカーと取引
1985年、建設業の橋本工業が現在の

福知山工場がある福知山市土師新町

で電子事業部を創設したのが始まり。91

年に電子事業部を切り離して橋電を設

立し、2001年には同市長田に実装専門

工場となる長田野工場を新設した。

オムロンの汎用機械向けセンサーや

任天堂のゲーム機ソフト、竹中エンジニア

リングのセキュリティーセンサーなど完成

品製造を主力に、京セラの電子基板検

査業務を請け負うなど大手との取引が

多い一方、各種電子機器向けのプリント

基板実装も手掛ける。

同社の強みは部品調達からの一貫生

産であり、これにより生産コストの低減と

納期の大幅な短縮が可能に。品質検査

まで自社で行うことから、万一の不具合も

未然に防ぐことができるという。

品質管理徹底で
取引先の信頼高める

プリント基板製造においては近年、電

子部品の小型化が進む中で0.2mm～

0.4mmという極小電子部品を基板に装

着する最新の「SMT技術」を導入。長

田野工場にはこのSMT設備を６ライン有

し、24時間体制での製造にも対応する。

15年には最新の外観検査装置を導入

するとともに、人の目を介した目視検査で

不良品を限りなくゼロに近づけている。中

小企業でここまで行うところは少なく、品

質管理を徹底することで取引先の信頼

度を高めている。

また、16年には大阪中小企業投資育

成㈱の投資依頼を引き受けて新株を発

行。第３者に株式を引き受けてもらうこと

で社会的な信頼度を高め、大手メーカー

の信頼向上に一役買っている。

13年にはオムロン綾部事業所内に橋

電の綾部事業所も設立。開発部門で互

いの連携をスピーディーにするのが狙い

で、同社が目指す「提案型パートナー企

業」として新たな一歩を踏み出した。

人材育成にも注力
人材育成では技術力向上のため各

種認定資格や公的資格の取得を積極

的に推進するとともに、技術セミナーや研

究会への積極的な参加で技術修得と総

合的なレベルアップに努めている。

加えて社内には品質管理のための

「QCサークル」を18チーム設ける。４カ

月に一度の発表会や年に一度の社内大

会で各チームが成果を発表することによ

り、常に改善を求め続けるような体制づく

りを図っている。

近年、メーカーは低コストの海外に生

産拠点を移す傾向にあるが、上田克己

社長（70）は「海外コストはいずれ頭打ち

になる」と見据えており、「国内メーカー

向けの製品は国内製造によるスピード化

と品質面で海外と差別化を図り、これま

でに培った信頼性でメーカーとの取引に

つなげている」と話す。

各社との取引で培ったセンサー技術を

生かして自社製品の開発も進める考え

で、３年前には社内の若手技術者らが研

究開発を行う「自動化委員会」を立ち上

げ、IoT（モノのインターネット）を活用した

自社製品の研究を推進。今後は自動車

業界との取引につながるような営業活動

にも注力していきたいという。

【会社概要】
名 称 株式会社橋電
代 表 者 代表取締役社長　上田克己
業 種 電子機器製造業（センサー機器、ア

ミューズメント機器）
資 本 金 4,000万円
従業員数 正社員（パート含む）138人、

アルバイト等17人
住 所 京都府福知山市字土1117-287
電 話 0773-27-8383
ファクス 0773-27-9393
ホームページ http://www.hashiden.co.jp/

【沿革】
1985年 橋本工業株式会社が電子事業部を

創設
1991年 橋本工業電子事業部が分離独立し

「株式会社橋電」を設立
1994年 「ISO9000シリーズ」認証取得
1995年 福知山工場増築
2001年 長田野工場新設
2013年 綾部事業所新設
2015年 「KESステップ２SR」認証取得

一貫生産が強みの
「提案型パートナー企業」に

アミューズメント機器やセンサー機器、情報機器などの製造を主力に、基
板実装事業などを展開。電子部品の調達から実装、出荷まで一貫生産で
完成品を納品できるのが強みであり、その技術力を生かして単なる下請けで
なく取引先にも提案ができるような「提案型パートナー企業」としての価値を
見いだし、大手メーカーからの信頼も厚い。

長田野工場の基板実装ライン

株式会社橋電

福知山市
電子機器製造業



社員が独創的な作品で加工技術を競う

2016年末に完成した新工場
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追随を許さない高精度加工の源泉は
妥協のない改善努力と人材育成

リニア駆動５軸マシニングセンタを駆使したアルミの機械加工を得意とし、特に手
のひらサイズの複雑な形状を加工する技術は突出している。加工機械の性能を最大
限に引き出すため、徹底的にチューニングを行った上でなお納得がいかなければ機械
メーカーに対して改善を要求し、設置環境にも万全を期す。こうした一切の妥協のない
姿勢こそが他の追随を許さない源泉となっている。

廣瀬正貴社長

ヒロセ工業株式会社
リニア駆動の
5軸マシニングセンタ

【会社概要】
名 称 ヒロセ工業株式会社 
代 表 者 代表取締役社長　廣瀬正貴
業 種 製造業（精密部品加工）
資 本 金 4,000万円
従業員数 正社員25人、アルバイト（パート含

む）5人
住 所 京都府京丹後市大宮町善王寺743
電 話 0772-64-3594
ファクス 0772-68-0702
ホームページ http://www.hirose-kogyo.com/

【沿革】
1968年 廣瀬鉄工として創業
1981年 廣瀬工業株式会社設立
1996年 ヒロセ工業株式会社に改名
2006年 安全衛生京都労働局長　奨励賞受賞

ISO14001認証取得
京都銀行　無担保エコ私募債第１回発行

2008年 京都中小企業優良企業表彰受賞
2012年 京都銀行　無担保エコ私募債第２回発行
2016年 京都中小企業優秀技術賞受賞

設備・人・環境の
三位一体が高精度を生む

ヒロセ工業が保有する多くのマシニ

ングセンタのうち6台はリニア駆動のた

め摩擦による熱変異が起こりにくく、より

高精度な製品を安定的に作ることがで

きるが、同社の強みは最新鋭の加工機

械を導入していることだけにとどまらな

い。それらを設置するために新しく建設

した工場建物は床のコンクリート厚が１

mもあるが、この過剰とも思える仕様は

1/1000mmの精度を安定させるために

必要と判断された。また加工機械の性能

を最大限に引き出し、不良品の発生件

数を最小に抑えるためには徹底したプロ

グラムとそれを実行する態勢、改善への

たゆまぬ努力が不可欠である。廣瀬社

長（45）自らが加工機械のチューニング

を手掛け、必要があれば納得がいくまで

機械メーカーに要望を出して改善を求め

る。一切の妥協を許さない。それこそが

同社の強みである。「設備・人・環境」が

すべて揃ってはじめて求める精度が出

せるという信念を持ち、他社を圧倒する

精度を安定的に出すことができれば、自

然と高付加価値な仕事が得られるように

なると廣瀬社長は言う。そうして獲得した

高い評価から、開発試作や自動車・医療

用などの高精度部品を数多く受注してい

る。

徹底した人材育成と現場改善
上記のような同社の強みを生み出す

原点となったのは人材教育と言って良い

だろう。それぐらい廣瀬社長は人材の育

成に重きを置いている。全社員がCAD/

CAMのプログラミングと機械オペレーショ

ンができるように教育を行っているほか、

社員同士が加工技術を競うコンテストを

実施し、社内技術の向上に取り組んでい

る。また前日に出た不良品をラインごとに

指定の置き場に並べて、全社員が全社

の不良発生状況をいち早く把握できる

仕組みを作りミスを繰り返さない「不良朝

市」という取り組みを

毎日実施したり、全社

員が２か月ごとに品

質目標を宣言し、目標

と実績を比較評価し

てその後に生かすと

いった取り組みも行っ

ている。

特筆すべきは同社

が社内で推進する活動の内容と実効性

である。6S活動（整理・整頓・清潔・清掃・

躾・精度）をはじめ、現場改善、設備保

全、環境活動、安全衛生の５つの活動を

徹底しており、言葉だけで実態の伴わな

い状態に陥りがちな活動を「有言実行」

している。具体的には、工場の各ラインに

５つの活動ごとの委員を置き、それらの

委員を統括する各ラインのリーダーにす

べての情報が集約される態勢を敷いて

いる。廣瀬社長は社としての判断に基づ

いて指示を飛ばすが、現場はリーダーに

大きく権限移譲しており、ラインごとに計

画から実行に至るまでリーダーが目を光

らせる。

また廣瀬社長が５つの活動に実効性

を持たせるためにもっとも有効だと考える

方法は「見える化」である。活動ごとに目

標と成果を書いて貼り出すことを徹底的

に行っているので、工場の壁は貼り出さ

れたシートで埋めつくされている。社員は

常に問題意識を持って計画を立て、それ

を全社員に対して宣言するので、計画を

実現するために奮闘努力するしかない。

自社ブランド立ち上げへ
同社は現在のところBtoBに徹してお

り、最終製品の製造は行っていないが、

2017年には自社ブランドを立ち上げる計

画だ。高精度の５軸加工技術を駆使して

他にはない製品を生産し、消費者に対し

てオリジナル・ブランドで販売するBtoC企

業への一歩を踏み出す。

京丹後市
精密部品加工業



溶接ワイヤーの製造設備

大型の五面加工機

福知山重工業の本社
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福知山市
機 械 製 造 業

国内外の
溶接材メーカーと取引

1889年に鋳物業として創業し、120年

を超える歴史を誇る。戦時中には軍需物

資生産を手掛け、1960年から溶接棒製

造設備の開発を始めた。

国内の溶接材メーカー10社とはすべ

て取引があり、海外市場の拡大に伴って

95年には韓国にソウル事務所を設立。

その後も上海（中国）、ストックホルム（ス

ウェーデン）、バンコク（タイ）に事務所を

立ち上げ、海外での顧客獲得に努めてき

た。

溶接材の市場規模はそれほど大きく

なく、新規需要を獲得するため半導体や

自動車など他の産業分野にも進出。様々

な業界の設備を手掛けることで技術力を

高め、それが提案力にもつながっている。

一貫生産で高品質、
短納期を実現

本社には組み立て工場４棟と機械加

工場１棟、塗装工場１棟があり、設計か

ら機械加工、組み立てまで、あらゆる工

程を社内で行う。これにより品質の安定と

短納期を実現できるのが強みだ。

海外からの受注品もすべて本社で製

造を手掛けており、海外客との商談をス

ムーズに進めるために海外事務所を増

やしてきた。そうすることで、海外の取引

先で発生したトラブルは海外の事務所で

迅速に対応することが可能になり、結果と

して取引先に安心感を与え、新たな受注

につながっている。

こうした努力が実を結び、今では中

国、東南アジア、ヨーロッパ、アメリカの溶

接材料メーカーと取引がある。2016年10

月期決算で売上高は約６億円だが、そ

の６割を海外が占めるまでに成長してい

る。

海外では設備をコピーして製造する

メーカーもあり、これまでの取引先の中で

も安価なコピーメーカーに一度は流れて

しまうことがあった。しかし、福知山重工

業の熟練した技術まで完全にはコピーで

きず、仕上がりの品質は悪い。結果、最

終的に顧客は同社

に戻ってくる。

これまでに開発し

た製品は特許を取

得していないのも、こ

うした理由からだ。

仮に特許を取ったと

しても、工場内で使

われる製品の特許

侵害を突き止めるこ

とは難しい。だからこそ、常に新しい技術

を導入して他社が追随できない製品づく

りを行っている。

医療分野などへの進出も
北近畿では珍しい大型の五面加工

機を導入するなど、様々な機械設備と技

術力であらゆるニーズに対応する。技術

者の平均年齢は40

歳。技術者を育成

するため若い人材

を採用し、熟練した技術者がマンツーマ

ンで指導して技術継承を継続的に行っ

ている。

先述のとおり溶接材の市場規模はそ

れほど大きくなく、蓄積した技術を応用し

て様々な業界との取引拡大に注力する。

中本社長（41）は「同じ取引先や業界だ

けでなく、医療など伸びている分野へ進

出していきたい。これからも、どの分野で

もいいので必ずトップシェアの分野を持

つ企業であり続けたい」と話している。

【会社概要】
名 称 福知山重工業株式会社
代 表 者 代表取締役社長　中本宏樹
業 種 機械製造業
資 本 金 1,920万円
従業員数 正社員25人
住 所 京都府福知山市字堀1965番地の２
電 話 0773‐22‐2111
ファクス 0773-22-5141
ホームページ http://www.fhi-eng.co.jp/

【沿革】
1943年 設立。軍需物資を生産
1960年 溶接棒製造設備を開発
1973年 FCW製造設備の生産
1995年 韓国ソウル事務所設立
2000年 中国上海事務所設立
2006年 関連会社の㈱FHIエンジニアリング

設立。スウェーデンストックホルム事務
所設立

2007年 太陽光発電事業に参入
2010年 タイバンコク事務所設立

溶接材料製造設備の
世界トップメーカー

溶接材料製造設備を主力に省力化・自動化設備
を製造。設計から機械加工、組み立てまで、すべて
の工程を社内で行う一貫生産で高品質の製品づく
りに注力しており、溶接材料製造設備の分野では
世界のトップメーカーとして存在感を増している。

福知山重工業株式会社
高品質の製品づくりに注力する
中本宏樹社長



本社を置く小倉工場と西寛社長

溶接の品質だけでなく外観の美しさについても
高い評価を得ている

工場内に並ぶ建設重機部品
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舞 鶴 市
製 造 業

創業から培う高い溶接技術で
事業拡大

1947年、大阪府堺市で創業。創業者

は西寛
ゆたか

社長（40）の祖父に当たる武
たけ

次
じ

さ

ん（故人）で、現在は「ユニバーサル・スタ

ジオ・ジャパン」に姿を変えた日立造船桜

島造船所で溶接を手掛けた。

転機が訪れたのは51年。当時、親会

社だった飯野重工㈱が舞鶴造船所に事

業所を開設したのに合わせ、拠点を舞鶴

に移した。62年には平和熔工所を設立。

71年には本社工場となる小倉工場を稼

働させる。2006年には建設重機部品の

好調を背景に、倉谷工場を開設して事業

を拡大した。

非破壊検査が必要な製品にも対応で

きる高い溶接技術を維持し、特に製缶技

術は定評がある。検査、納品まで一貫し

て行えるのが強み。一般労働者派遣事

業許可を所持し、他社への溶接工の派

遣を通じて企業間連携にも積極的に取り

組む。

艤装品、重機部品、
産業機械部品の３本柱で

主要製品は船舶艤
ぎ

装
そう

品、建設重機部

品、産業機械部品。自衛隊艦船のメンテ

ナンスや修理、配管の溶接など創業時か

ら手掛ける艤装品の分野では、依頼が

あればどんな部品でも対応する。

ブルドーザーなどの建設重機部品で

は運転者を落下物から守り、転倒時には

保護する重要なパーツを担当。人命に関

わる部品を20年以上にわたって大きな不

具合を出すことなく製作し、納品し続けて

いる。

産業機械部品では産業用ロボットを固

定する大小様々な形状の架台を製作。

工場に備わるショットブラスト設備や塗装

ブースを駆使し、溶接の品質だけでなく

外観の美しさについても高い評価を得て

いる。近年は、人員を増強して短納期の

製品にも対応できる態勢を整えており、一

品一様のプロダクトに応じている。

「図面を製作するだけでなく、より効率

的な製作方法を考えてコストダウンでき

る方法があれば提案しています」と西社

長。自社が地方にあるので、顧客がなる

べく距離を感じないよう、迅速な対応を心

掛けているという。

いい環境で、いい人材を育て、いい仕

事をモットーに、ものづくりを通じて社会に

貢献する。ものづくりの

プロとしてより良い環

境づくりに努め、人材

を育成し、鍛え、新し

い技術とアイデアで品

質の高い製品を生産

するのが社の理念だ。

【会社概要】
名 称 株式会社平和熔工所
代 表 者 代表取締役社長　西寛
業 種 製造業
資 本 金 3,000万円
従業員数 正社員60人、アルバイト等20人
住 所 京都府舞鶴市字小倉222-5
電 話 0773-62-2178
ファクス 0773-63-5557
ホームページ http://www.heiwa-wel.co.jp/

【沿革】
1947年 10月　大阪府堺市で創業
1951年 飯野重工㈱舞鶴造船所内に事業所

開設
1962年 ㈱平和熔工所設立
1971年 小倉工場建設
2006年 倉谷工場開設

加工から大型製缶、
塗装、検査まで一貫対応

創業から培った溶接技術を生かし、厚板の製缶を得意とするメーカー。素
材の加工から製缶、機械加工、塗装、検査、納品まで社内で一貫して行える
態勢を構築しているのが最大の強みだ。社内ですべての工程を管理すること
で顧客の手間を省き、納期と高い品質を確保している。

創業から培う高い溶接技術が強み

株式会社

平和熔工所
積極的に新分野へ挑戦し、
新たな柱を

今後は近年、依頼が増えている産業

機械部品を伸ばしながら、一方で得意と

する大型製缶品や量産品の発注企業と

のマッチングを目指している。

西社長は「顧客や地域社会から信頼

され、その期待に沿えるような会社を目指

している。どんどん新しい分野に挑戦し、

積極的に新しい案件に取り組んで船舶、

建設重機、産業機械に続く新たな柱を築

き上げたい」と話している。



舞鶴市の基幹産業を支える細井工業

成形機を溶接する従業員大型のレーザー加工機。従業員とともに
社のものづくりを支えている
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ものづくりを支えている。研磨さながらの

切削加工は、美しさと高精度平面度を実

現しており、その評価は高い。

できないかなぁ～をかたちに、
速いレスポンス対応
「お客様納期１日前完成」を目指し、社

員全員で連携して仕事に取り組む。自動

車用リアガラスの曲げ成形機は特命受

注することが多く、「高い技術力と適格性

を備えた速いレスポンス」で取引先の信

頼を獲得。

細井社長は「新規品や繰り返し品、

メーカー設計変更対応品などにラフ設

計から作業にかかわることで計画段階か

らかなり期待されている実感がある」とい

主力は自動車の
フロント・リアガラス曲げ金型

創業は大阪で1939年４月、先々代の

細井輯
あつむ

氏が汽缶部品などを手掛ける

「細井工作所」を設立、47年には株式

会社に組織変更した。50年には主要取

引先の日本板硝子㈱の舞鶴進出に合わ

せて工場を舞鶴市に移転、51年には本

店も移す。90年には資本金を3,000万円

に増資。2001年に現代表の細井正敏氏

（52）が社長に就任し、家業の経営に携

わる。11年７月には客先事業所協力会

の安全衛生推進委員長として積極的な

事業企画運営を率いる役員であること

が評価され、「京都安全衛生大会」にお

いて安全衛生表彰（個人）を受賞してい

る。

主要業務は、自動車のフロントガラス

及びリアガラスの曲げ金型の製作と、一

般産業用省力化機械の開発、設計、製

作、据え付け。自動車ガラスの成形機は

日本板硝子舞鶴事業所の生産ラインで

使用されており、メーカーの期待に応えな

がら地元の主要産業を支え続けている。

ＣＡＤ６台を所有し設計から部品製

作、組み立て、試運転調整、据え付けま

での一貫作業を行っている。工場内では

レーザーカットマシン、ＣＮＣ複合フライス、

オープンサイドプレーナーなどの新鋭大

型工作機が活躍。従業員とともに同社の

い、同社がイニシアチブを取った部品の

仕様決定も少なくない。完成前のすり合

わせ作業による仕上げは非常にデリケー

ト。繊細で微妙な仕事が同社の特長だ。

産業用の省力化機械では、商品アイ

テム数の多い工場の生産設備などを手

掛けてきた。搬送や充填するラインなど

多品種少量生産への対応は得意とする

ところ。このノウハウを存分に生かし今後

は、アイテム数の多いラインシステムを持

つ工場などとのマッチングを目指してい

る。

お客様から選ばれる
企業めざす

常日頃から『継続企業』を考えるという

細井社長。「我々のような地方都市にあ

る会社は、従業員を始め関係者にとって

貴重な雇用の場。お客様には必要な商

品やサービスを提供し続ける責務があ

る」と話し、「今後は保有する技術を新規

市場に振り向け、販売チャネルの複数化

を目指して体制を整えたい」と意欲的だ。

「お役立ちの心でものづくり」が同社の

モットー。積極的な提案ができる「提案型

企業」を目指している。細井社長は「『不

易流行』。俳諧にあるフィロソフィーを意

識して組織運営し、お客様から選ばれる

会社を目指したい」と話している。

基幹産業支える
機械器具メーカー

自動車のフロントガラス、リアガラスの曲げ金型を主力とし、
長年にわたって地元舞鶴の基幹産業を支える機械器具メー
カー。培った技術は産業用省力化機械の設計開発にも生かさ
れており、新規市場開拓にも意欲的だ。

細井工業
株式会社

【会社概要】
名 称 細井工業株式会社
代 表 者 代表取締役社長　細井正敏
業 種 機械器具製造業
資 本 金 3,000万円
従業員数 正社員23人
住 所 京都府舞鶴市愛宕下町2-6
電 話 0773-62-3512
ファクス 0773-64-1588

【沿革】
1939年 大阪市で「細井工作所」設立
1947年 株式会社に組織変更
1950年 日本板硝子の舞鶴進出に合わせて

工場を舞鶴に移転
1951年 本店を舞鶴に移転
1990年 資本金3,000万円に増資
2001年 細井正敏氏が社長に就任

細井工業が製造する金型で
作られたリアガラスをＰＲする
細井正敏社長

舞 鶴 市
機械器具製造業



オリジナル製品の「にゃんべる」

CAD／CAMによる金型設計の様子
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圧倒的な部品精度を実現
1 9 4 8年創業の熱間型打鍛造メー

カー。創業当初はミシン部品を中心に製

造していたが、モータリゼーションの到来

とともに自動車エンジン部品の製造にも

乗り出した。このほか、半導体装置部品、

建設機械、高圧継手など様々な機械部

品づくりに取り組んでいる。

製造品目が機械部品という性格上、求

められるのは精度。鍛造部品は加工した

あと、2次加工業者などが精度を増すた

めにさらに加工を加える場合もあるが、峰

山鉄工所の製品は製品寸法がプラスマ

イナス0.3㎜と正確。これにコイニングと言

われる冷間矯正を施すと仕上がり寸法

はプラスマイナス0.1㎜にまで向上する。

この技術と人材を育成するために、2

年に一度、京都府から委嘱され、自社の

鍛造機械で鍛造技術者の国家資格の

受検ができるようにしている。このため、

使い慣れた機械で受検ができ、6人いる

鍛造技術者のほとんどが技能検定の1

級か2級の資格を有している。

金型の自社設計で積極的な
提案型営業を

一方、金型の設計から自社で行ってい

るのも強み。鍛造メーカーの中には金型

を外注している所も少なくないが、峰山

鉄工所では設計部門を有しており、マシ

ニングセンタもあるため、金型の設計・加

工ができる。

鍛造のメリットを熟知しているメーカー

が設計を行うことで、従来は２つや３つに

分けて製造され、組み立て前に溶接加

工していたような部品も一体化しての製

造が可能となっている。このことにより、発

注側は2次加工の手間が省け、コストが

削減できるなどのメリットがある。

また、製品の形状を変更することで、組

み立て作業時間を大幅に短縮できる場

合もあるほか、鋳造から鍛造に変更する

ことで耐久性が大きく向上する。これらの

メリットを最大限に生かし、積極的な提案

型営業を行い、仕事の分野を広げてい

る。

オリジナル製品
「にゃんべる」も開発

オリジナル製品としては、猫の手を模

したダンベル「にゃんべる」を製造販売。

500gと1㎏の2種類あり、若い女性を中心

に人気だ。これも、自社で金型の設計が

できるからこそ実現した商品。

平田社長（49）は「鍛造品は耐久性に

優れ、重要保安部品には欠かせない工

法。また、部品のコンパクト化、工程の単

純化、加工省略など様々な分野で提案

ができると思っている。子会社などの協力

により、後加工まで対応できるので、試作

から量産まで多くの要望に応えていきた

い」と話している。

量産から試作品まで
多品種少ロットに対応

峰山鉄工所は鍛造による機械部品メーカー。金型の設計・加工を自社で手
掛けることで、様々な部品に臨機応変に対応でき、多品種少ロットの注文に応
じることが可能。また、顧客に対し自らの経験に基づいた提案ができることを強
みに既存の取引先だけでなく、新たな分野へも挑もうとしている。

【会社概要】
名 称 株式会社峰山鉄工所
代 表 者 代表取締役社長　平田勝彦
業 種 鍛工品製造業
資 本 金 7,000万円
従業員数 正社員45人、アルバイト2人
住 所 京都府京丹後市峰山町内記546
電 話 0772-62-0088
ファクス 0772-62-4766
ホームページ http://www.minetetsu.com/　

【沿革】
1948年 創業
1950年 自動車販売整備及び型打鍛造を始める
1964年 自動車エンジン部品の鍛造開始
1974年 本社を現在地に移転
1987年 子会社、ミネヤマ精機設立
1997年 京都府中小企業モデル工場認定
2002年 京都労働局長進歩賞受賞
2004年 ISO9001認証取得
2005年 エアースタンプハンマー増設
2006年 KESスッテプ1認証取得
2009年 ミネヤマ精機工場建設移転
2014年 300Tサーボプレス導入
2016年 自動材料投入機導入により省力化を図る

工場内で作業を見る平田勝彦社長

峰山鉄工所が製造する
鍛造による機械部品

株式会社

峰山鉄工所

京丹後市
鍛工品製造業



自動化ロボット

主力製品の油圧ギヤポンプ

ＪＡＸＡに納めたものと同型となる
ハイビジョンカメラの機構部分
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福知山市
油圧機器製造業

量産工程の自動化、
夜間の無人運転を実践

1973年以来、40年以上にわたり島津

製作所を主要取引先として油圧ギヤポン

プや油圧パワーパッケージを製造。トラッ

クのテールゲートリフタ用油圧パッケージ

の市場シェア率は50％を超える。

油圧ギヤポンプの歯車は加工精度が

厳しく問われるが、すべてのポンプの性

能試験を行い、取引先の要求に合致し

た高精度・高性能な品質であることを保

証した製品のみを出荷する。

量産工程については自動化を推進。こ

れにより、技術者はこれまでの単純作業

から、コンピューター制御された装置をい

かに駆使して効率的な工程管理を行う

かを考えようになるなど、スキルアップにつ

ながっている。友繁正司社長（42）は「コ

ストや品質、納期など、お客様に対してど

う貢献できるのかを考え、技術力を高め

ている」と話す。

また、90年代からは、機械加工工程に

おいて夜間の完全無人運転化を実践。

機械加工の70％程度は夜間無人運転を

可能にし、品質だけでなくコスト面でも競

合他社より優位に立っている。

製造工程全体の品質保証を行うほ

か、製品はトレーサビリティ管理を行って

製造日や担当者、工程などのデータを５

年間分保存しているのも特長だ。

近年、主要取引先の新市場開拓に伴

い北米を中心にした簡易リフト用の油圧

パッケージ、ヨーロッパ向け電動リフトのス

テアリングユニットに使用される油圧パッ

ケージ、東南アジア向けの農機用ポンプ

の需要が増加傾向にある。

こうした動きを背景に2015年度には最

新型のマシニングセンタなど工作機械を

導入して増産態勢を確立。油圧ポンプの

規格は世界共通であり、スムーズな増産

を可能にした。

天体観測機器製造も
一方、本業とは全く異なる事業として

1966年から天体観測機器の製造も行っ

ている。京都大学へ太陽コロナ観測機を

納入したのが始まりで、現在は天体撮影

時に地球の動きに合わせて

稼働する赤道儀などの受注

生産に取り組んでいる。

こうした技術が認められ

2014年には宇宙航空研究

開発機構（ＪＡＸＡ）の宇宙

実験棟「きぼう」の船外実験

プラットフォームに搭載するカ

メラシステムの試作機を製造。16年11月

には実際に宇宙ステーションで運用され

る実機を納入した。この実機は、同年12

月に打ち上げられた宇宙ステーション補

給機「こうのとり」６号機で「きぼう」に届

けられた。

試作事業で技術力高める
人材育成の一環として試作品の製造

にも注力する。本業以外の分野の製品

を試作することで技術力を高めるだけで

なく自社の強みを再確認する機会になっ

ており、さらには今後の成長分野を見極

める判断材料の一つにもなっている。ＪＡ

ＸＡの製品を手掛けたのも、こうした考え

に基づいたものだ。

人材についてはジョブカフェとともに若

年者雇用に取り組むほか、工業団地企

業などを定年退職したシニア世代も積極

的に雇用している。

今後は、これまでに蓄積した自動化シ

ステムの技術にIoT（モノのインターネッ

ト）技術を取り込み、中小企業向けにノウ

ハウの提供や自動化システムの開発販

売を行うような事業展開も検討。友繁社

長は「企業理念の通り、社会に必要とさ

れる企業であり続けたい」としている。

【会社概要】
名 称 ユーハン工業株式会社
代 表 者 代表取締役社長　友繁正司
業 種 油圧機器製造業
資 本 金 1,000万円
従業員数 正社員50人、アルバイト等30人
住 所 京都府福知山市字夕陽が丘109-14
電 話 0773-22-3785
ファクス 0773-23-3045
ホームページ http://www.u-han.co.jp/

【沿革】
1948年 創業、自動車エンジンのシリンダー

ホーニングマシン製造、販売
1960年 自動車整備機械開発製造、販売
1966年 京都大学へ望遠鏡（太陽コロナ観測

機）を納入
1973年 高圧小型油圧ポンプの製造開始。京

都大学へシュミット望遠鏡75㎝を納入
2005年 同志社大学へ微粒子観測用望遠鏡

を納入
2006年 宇宙航空研究開発機構へ傾斜回転

赤道儀架台を納入
2014年 京都中小企業優良企業表彰を受彰

一貫製造の技術力で
「なくてはならない会社に」

農業機械や小型建機向けの小型ポンプ、輸送車両や搬送機械向けの油
圧パワーパッケージを製造。「お客様にとって『なくてはならない会社』になろ
う」を企業理念に、切削から研削、歯切、熱処理、仕上げ、組み立て、性能試
験、梱包出荷まですべての工程を社内で完結する「一貫製造」の技術力が
強みの事業展開で取引先から絶大な信頼を獲得している。

「社会に必要とされる企業であり
続けたい」と話す友繁正司社長

ユーハン工業株式会社



丹後の棚田で顧客と蔵人らが無農薬米を作っている

古式の製法を守り続ける飯尾醸造 宮津市新浜で古民家を改装して一流鮨店と
イタリア料理店が７月に開業する
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丹後を日本のサンセバスチャンに！
丹後の山里で無農薬で育てた新米と山からの伏流水を使い、123年前の創業

から変わらぬ製法で造った飯尾醸造の純米酢「富士酢」。美しい棚田を残すため
農家から無農薬米を高値で買い取ったり全国の顧客と蔵人が一緒に棚田で米
作りをするなど、酢造りには同社の経営理念が貫かれている。今年は、宮津市新
浜に本格的な鮨屋とイタリアンの店を開く計画で「丹後を日本のサンセバスチャ
ンに」という夢に向かって突き進む。

株式会社

飯尾醸造
飯尾彰浩・五代目当主

宮 津 市
純米酢製造業

【会社概要】
名 称 株式会社飯尾醸造
代 表 者 五代目当主　飯尾彰浩
業 種 製造業（純米酢製造）
資 本 金 2,000万円
従業員数 正社員20人、アルバイト、パート6人
住 所 京都府宮津市小田宿野373
電 話 0772-25-0015
ファクス 0772-25-1414
ホームページ http://www.iio-jozo.co.jp/

【沿革】
1893年 創業
1964年 無農薬米の栽培契約を開始する
1983年 株式会社飯尾醸造設立
2000年 京都府中小企業モデル工場に認定
2012年 飯尾彰浩が五代目に就任
2014年 新瓶詰蔵が竣工稼働

超一流店が使う純米酢
「富士酢プレミアム」

ミシュラン三つ星で知られる銀座の「鮨

よしたけ」や二つ星の「てんぷら近藤」と

いった日本でも超一流の日本料理店やレ

ストランで使われているのが純米酢「富

士酢プレミアム」だと言えば、もうそれだけ

で飯尾醸造のことが分かってもらえるは

ず。

「棚田で自ら米を作り、酒を醸して酢を

造る工程を一貫して行う日本で唯一のお

酢蔵」を謳う同社の本格的な酢造りへの

こだわりは、1893年の創業から代々引き

継がれてきた。無農薬米を使うと決めた

祖父、契約農家から農協の3倍で米を買

い取ったり草の生えない黒い紙シートや

農機の無償貸与に踏み切って契約農家

との共存共栄関係を大事にした父の後

を受けて2012年、飯尾彰浩さん（41）が

五代目当主に就任した。

丹後の棚田で
蔵人が無農薬の米作る

現在の当主、彰浩さんが大切にする

のは酢の原料を生み出す棚田。棚田で

米作りをすることは即ち、丹後のかけがえ

のない景観を守ることに繋がる。日本の

棚田で現在、手植えした苗を無農薬で育

てているのは岡山と丹後の２カ所だけ。

高齢化が進む丹後では、東京や大阪な

ど全国の顧客に「棚田の米作りを体験し

ませんか」と呼びかけ、６日間で約200人

の顧客が蔵人たちと一緒に棚田に入っ

て手作業の米作りを楽しんでいる。

安心・安全な原料米を使って自社の蔵

でもろみを仕込み、そのもろみから古式の

「静置発酵」と「長期熟成」で酢を造る。

米づくりを始めてから２年以上かかる気

長な製法を未だに守っている。また、「米

酢」と表示できる量の８倍に当たる量の

米を使っているため、うまみが強く濃厚な

味わいが特長で、料理に深みとコクが加

わる。

一流職人の鮨店と伊料理店が
７月開業

そんな五代目当主が今、情熱を注いで

いるのが「2025年に丹後を日本のサンセ

バスチャンにする」という、わくわくするプ

ロジェクト。サンセバスチャンとは「世界一

の美食の町」として知られるスペイン北

西部のビーチリゾート。人口18万人の町

にミシュランの星付きレストランが24軒は

世界一の密度で、世界中から美食家が

集まる。

奇想天外な計画に思われるかもしれ

ないが、サンセバスチャンと丹後には①

大都市から１.５時間のビーチリゾート②

夏場は晴れるが冬場は曇天が多く観光

に最適な気候ではない③食材は山海の

幸が豊富…などと共通点がいくつかある

と五代目彰浩は言う。さらに「食関連の

事業は道路などインフラ整備に比べて費

用対効果が高く、天橋立や伊根の舟屋

などの観光資源との相乗効果が期待で

きます」とも。

具体的には、既に宮津市街地の新浜

に古民家を購入。「（仮称）新浜スクエ

ア」の名で、まずは今年７月に鮨店とイタ

リア料理店をオープンする予定だ。両店

の特徴は東京などの一流職人を招くとと

もに、地元の若者を雇って東京などの一

流店に派遣。やがてＵターンして独立して

もらうというロードマップを考えている。こ

のほか、新浜スクエアでは地元の食材を

使ったスイーツや洋惣菜の通信販売も計

画。飯尾醸造の公式通販顧客（１万人）

や店頭販売でシナジーを期待している。



丹後の郷土料理「ばらずし」も商品化した

38 39

与謝野産米のおいしさを全国に
加悦ファーマーズライスが使用している米はすべて本社所在地である与

謝野町内で収穫されたもの。地元の米のおいしさを全国に発信することで、
消費拡大を図るとともに、生産量を増やすことで米農家の収入アップと雇
用創出を目的に設立された第３セクター会社。ファンは全国に拡大中で、目
的達成のため日々努力を重ねている。

加悦ファーマーズライス
の人気商品「焼鯖寿し」

【会社概要】
名 称 株式会社加悦ファーマーズライス
代 表 代表取締役　西原重一
業 種 食料品製造業
資 本 金 6,100万円
従業員数 正社員25人、パート・アルバイト60人
住 所 京都府与謝郡与謝野町字香河424
電 話 0772-44-3630
ファクス 0772-44-3631

【沿革】
1999年 旧加悦町の第３セクター会社として設立
2002年 冷凍米飯に加え、すしなどのチルド商

品の加工販売を開始

与謝野町
食料品製造業

冷凍米飯から
チルド寿司へシフト

設立当初は冷凍の「まるごと玄米ごは

ん」や「おにぎり」、「握り寿司」、「いなり

寿司」をメーンに製造していた。しかし、

業績は思うように伸びなかった。そこで

2003年、付加価値を高め、需要のある商

品を製造して経営を立て直そうと、チルド

寿司の製造に乗り出すことにした。

老舗の寿司メーカーから技術を学ん

だあと、独自の商品を開発し、現在では

チルド寿司が同社の主力商品になって

いる。

チルド寿司の人気拡大中
チルド寿司の製造開始当初は、販路

の確保にも苦労した。しかし、地道な営

業努力で現在では、関西・東海を中心に

約45カ所の高速道路ＳＡ・ＰＡをはじめ、

空港、道の駅、売店、北海道を除く全国

の生協で販売している。大手百貨店から

も引き合いがあり、年間10回以上の催事

に参加している。

また、同社の寿司の知名度を上げよう

と、滋賀県多賀町の名神高速多賀ＳＡと

同県近江八幡市の観光名所、日牟禮八

幡宮参道に「京の加悦寿司」の名前で

販売、多くの人でにぎわっているという。

米の有機肥料も町内産
人気の秘密は米のおいしさによるとこ

ろが大きい―と製造部長の百鳥武さん

は分析する。与謝野町産の米は日本穀

物検定協会の食味ランキングで何度も特

Ａに選ばれており、そのおいしさには定

評がある。

米は「コシヒカリ」をはじ

めとする数種類をブレンド。

また、「コシヒカリ」について

は、豆腐工場から出るおか

らを主に、米ぬかや魚のアラ

などを原料として発酵処理

した有機質肥料「京の豆っ

こ」を使った与謝野町独自の

「京の豆っこ米」を販売用と

して取り扱っている。

また、人気の「焼鯖寿し」

や「丹後のばらずし」の主

要な具材を自社で作ること

を大事にしている。焼きサバ

は、作り手によって焼き加減

に差が出ないよう、温度や

時間を徹底して管理してい

る。ばらずしの具材であるサバのそぼろ

は、多くのメーカーが缶詰だけを使用して

いるが、同社は自社で焼いたサバをほぐ

して味付けするという昔ながらの製法で

作っている。

このほか、「柿の葉寿司」「京の鯖寿

し」「京みそ焼鯖寿し」「丹後巻」など多

くのラインナップがあり、リピーターを確保

している。

今後は、首都圏での知名度アップを目

指したいとしており、百貨店や食材にこだ

わるスーパー、ＳＡなどとの取引拡大はも

ちろん、直営店の出店も視野に入れてい

る。

株式会社

加悦ファーマーズライス

焼鯖すしの具材製造の様子。具材の多くは
自社製造している

多賀SAに出店している直営店



大豆を浸ける浸漬タンクはコンピューターで
水温や時間を管理

厳しい衛生管理と高品質商品の安定供給を追求する製造ライン

梶川尋正取締役工場長
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福知山市
食 品 製 造 業

顧客対応型サービスを
可能にする開発力

京都庵の主要製品は油揚げ、味付け

油揚げ、和惣菜。中でも調理用途に合わ

せた専用味付け油揚げを製造する技術

力と開発力を強みとする。具体的には顧

客である大手コンビニエンスストアやスー

パー等からの要望を受け、それに合致す

る味と品質を独自開発することができ、

関西向け・関東向けといった地域別の味

覚ニーズや海外向けの味付けにも対応

する「顧客対応型サービス」。消費者を

飽きさせないために、コンビニエンスストア

等からは頻繁に味や品質の変更を依頼

されるが、開発企画部門がそれに応えて

いる。開発企画部門はまた、顧客ニーズ

の傾向を分析して新たな味の開発を行

い、自主的な提案業務も行っている。

また地産地消にこだわった京都ならで

はの惣菜の開発にも注力しており、日頃

から精力的な商品開発に取り組んでい

る。原料となる大豆や野菜の仕入れ先も

あくまで地元を重視しており、近隣の農

家には「まずは減農薬を目指し、ひいては

有機栽培で野菜を育て、付加価値をつ

ける」ことを呼び掛け、作物を買い入れて

いる。地元産に限定し過ぎるやり方は供

給が安定しないため敬遠されがちだが、

あえてそれを行うことで信頼関係を築い

ている。こうして近隣との共存共栄を目指

すのが京都庵の基本姿勢だ。

形が悪い、少し傷がついているなどの

理由で出荷できず廃棄処分される作物

が多いが、そういった野菜も味や栄養の

点ではなんら遜
そん

色
しょく

はなく、惣菜の材料とし

て使えるため、農家の側で洗って皮を剥
む

く工程を担当し、納品してもらう。こうした

多くの小口農家と取引することで京都産

ブランドを作り上げ

ている。製造ラインで

は独自開発の調理

加工機器を多数導

入しており、省力化と

効率化を可能として

いる。

需要に対応するため
人材確保が喫緊の課題

大手コンビニエンスストア、スーパー、

量販店、生協、回転寿司チェーン等が京

都庵の主たる取引先だ。近年では関東

を中心にスーパーを新規オープンさせる

のが難しくなってきている。その理由とし

て、バックヤードで惣菜を調理・加工する

人材を確保することが難しく、十分な生

産量が見込めないことが大きい。そのた

め京都庵に対する需要は大きく増加して

おり、生産量増強のための人材確保は

喫緊の課題である。これに対応するため

に京都庵では社員寮を完備し、他地域

や海外からも人材を積極的に採用して

いる。それとともに、野菜を加工（洗って皮

を剥き、カット）して納品する協力会社を

求めている。

2008年からは障害者の受け入れと

育成も行っており、当初は実験的な試み

だったが今では障害者は大きな戦力と

なっている。今後も障害者の自立を支援

することを目指し、「やる気」がある人なら

どんどん受け入れる構えだ。梶川工場長

は「やる気はあるのに仕事がないという

状況をなくしていきたい」と話す。

自社ブランド立ち上げへ
京都庵は現在のところ自社ブランドで

の小売りは行っていない。BtoBに徹する

食材（素材）メーカーのため、自社ブランド

を打ち出すことが難しいためだ。ただし

惣菜部門についてはその限りではないた

め、2017年3月に予定されている製品展

示会を皮切りに「京都庵ブランド」を世に

出していく予定。

北米、オーストラリア、東南アジアを中心

とする海外展開も今後さらに拡大してい

きたい考えで、そのためにも知名度の高

い「京都」を前面に押し出したブランド構

築を図っていく必要があると考えている。

【会社概要】
名 称 株式会社京都庵
代 表 者 代表取締役社長　松田清克
業 種 食品製造業
資 本 金 1,000万円
従業員数 正社員28人、アルバイト109人
住 所 京都府福知山市三和町

下川合37-4
電 話 0773-58-3366
ファクス 0773-58-3766
ホームページ http://www.kyotoan.co.jp/

【沿革】
1992年 会社設立
1995年 中国大連工場新設

スーパーやコンビニを下支えする食品メーカー
大きく拡大する需要に
人材と食材の確保が急務

レベルの高い開発力、技術力で油揚げ、味付け油揚げ、和惣菜などの主
要製品を「顧客対応型サービス」で供給する。コンビニエンスストアや大手
スーパーからの需要が大きく拡大しており、喫緊の課題である人材確保を急
ぐとともに、協力会社や近隣の農家との連携を強めて共存共栄を目指す。

最終工程は目視に
よるチェックを行う

株式会社

京都庵



株式会社フルーツガーリックの広大な
にんにく畑

一流シェフが絶賛するフルーツガーリック

早川雅映社長
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世界の名店が採用する
圧倒的なおいしさ

早川社長（54）はフルーツガーリックの

開発に当たってまず「人は自分の体が

必要とするものをおいしいと感じる」とい

う仮説を立てた。「おいしいものを作るに

は、人の体が必要とする要素を増やせば

良く、結果として健康増進にも効果があ

る食べ物ができるはず」という信念で設

備投資を行い、試行錯誤を繰り返した。

その信念と努力がフルーツガーリックを

短期間で高い評価を得るまでに育てたと

言って良いだろう。

他の追随を許さない圧倒的なおいし

さは、世界的な一流レストランが口をそ

ろえて絶賛していることからも疑う余地

がない。ある海外の有名シェフは日本中

を巡って食材を探し求め、フルーツガー

リックに巡り合って料理に使うことを決め

た。それ以来、2015年の１シーズンは毎

月100kg近く買い入れており、あまりのお

いしさに皮まで残さずに料理に使うとい

う。誰もが知る超一流レストランが続 と々

フルーツガーリックを食材として採用して

いることからもわかるように、フルーツガー

リックは「黒にんにく」というカテゴリーか

らスタートしながらも、もはや別のステージ

に移行したと言っても過言ではない。

山積する課題の解決で
さらなる進化へ

早川社長は「熟成は畑から始まってい

る」という考えから、材料となるニンニクの

品質と供給を安定させるために関連会社

「株式会社フルーツガーリック」を立ち上

げ、自ら5ヘクタールの畑で大規模にニン

ニクを栽培している。このように畑から製

造までを一貫して管理することにより、課

題を漏れなく把握することが可能になる

と話す。

フルーツガーリックは製品化してから非

常に早い段階で高評価を得たが、その

後も時々刻 と々進化している。一昨年より

も昨年、昨年よりも今年と、フルーツガー

リックは着実に品質を上げ、さらに高い

評価を得るようになってきているが、「まだ

解決できていない課題が山のようにある」

と早川社長は言う。ニンニク栽培や熟成

の各段階で把握できている課題を解決

すれば一層の進化が期待できることはわ

かっているが、時間と労働力、資金の制

限があって残念ながら着手できずにいる

のが現状だ。逆に言えば、ここまでの品

質と評価を獲得したフルーツガーリックは

「ヒマ、ヒト、カネ」さえ揃えばさらなる高

みを目指せるポテンシャルを秘めていると

いうことでもある。

フルーツガーリック・
テクノロジー

創造工房は現在「フルーツガーリック・

テクノロジー」の商標登録を申請中だ。フ

ルーツガーリックとそこから派生する製品

を作り出す技術の総称である。フルーツ

ガーリックの発酵技術を応用して、さまざ

まなおいしい食品を生み出す。それは味

噌であったり、燻
くん

製
せい

であったり、生ハムでも

ある。さらに、フルーツガーリックを混ぜ合

わせることによって、ある食品が飛躍的に

おいしさや健康への効能を増すというの

も「フルーツガーリック・テクノロジー」のひ

とつである。フルーツガーリックが健康に

与える好影響を証明する研究も進んで

おり、スーパーフードとしての可能性はま

すます高まっている。早川社長は「本当

に良いものを作りた

い」という志を持つ

人にこの技術を供

与し、サポートして

いきたいと考えてお

り、誰もが使えるも

のになることを期待

している。

おいしさと健康への効能を併せ持つ
スーパーフード
限りなく広がる応用範囲
「京丹後フルーツガーリック」は他の黒にんにくとは異なる熟成技術をシス

テム化することにより、世界的なレストランの名店も「世界最高レベルの味」
と絶賛し、大量購入するほどのレベルに達している。おいしさと健康への効
能を併せ持つスーパーフードとして大きな可能性を持つだけでなく、他の食
品の味や機能性を格段に向上させることもできるなど応用範囲も広い。

【会社概要】
名 称 有限会社創造工房
代 表 者 代表取締役社長　早川雅映
業 種 農産加工品製造販売
資 本 金 800万円
従業員数 正社員4人、アルバイト3人
住 所 京都府京丹後市網野町木津416-1
電 話 0772-66-3535
ファクス 0772-66-3056
ホームページ http://www.fruit-garlic.com/

【沿革】
1991年 設立　

地域活性化に関するコンサルティング
およびホームページ制作の事業、緊
急雇用対策事業で無菌養蚕実施試
験などを行う

2009年 新規事業として黒にんにく「丹後フルー
ツガーリック」を開発
「アグリフードエキスポ2009東京」出展
丹後グッドグッズ優秀産品受賞

2011年 スペイン・ラマンチャ州の有機にんにく農
家等と合弁会社設立合意
農商工連携重点支援事業所に選定さ
れる
スペイン「サンセバスチャン・フード・ガスト
ロノミカ」出展。加工品フルーツガーリッ
クのエキス「黒の極味」、フルーツガー
リックの酢「黒の酵酢」発売

2012年 スペイン・マドリッドで国際グルメ博出展
2013年 関連会社「株式会社フルーツガーリッ

ク」設立
認定農家、6次産業認定取得を取得し、
自社にて5haのにんにく生産開始

2014年 第2回地場もん国民大賞審査員特別
賞受賞

2015年 料理王国主催「料理百選2016」に選出。
提携企業のフルーツガーリックをブレンドし
たドレッシングも選出され、ともにマドリッド・
フュージョンに料理王国枠で出品

2016年 料理王国主催「料理百選2017」にフ
ルーツガーリックエキスを配合した醤
油が選出される

今後連携したい対象としては、ニンニ

クやトマト、タマネギ、ハーブなどの生産

農家、味噌、醤油、ドレッシングなどの食

品加工業などを想定している。

有限会社

創造工房

京丹後市
農産加工品製造販売

フルーツガーリックの派生商品も
評価が高い



綿実油にひたされて輝きを増すイワシ

竹中罐詰の商品一覧竹中史朗会長（左）と竹中晋也社長
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２、３時間入れて伝統の製法を施したイ

ワシを缶に詰め、綿実油につける。このこ

だわりの商品は「ウイスキーなど洋酒のつ

まみに適した上品な味」と多くのファンの

絶賛を受けている。

宮津市民や缶詰専門家から
嬉しい評価

天橋立で外海の日本海と仕切られた

内海の阿蘇海はプランクトンが豊富にあ

ることで知られる。竹中罐詰が宮津市に

本社工場を移転して操業を始めた1958

年当時、栄養分が多い阿蘇海で育った

マイワシは丸々太って金色に輝き脂が

乗って美味だったことから「金樽（または

金太郎）イワシ」の異名をとり、同社の「金

宮津に本社と工場を新設、
発展の道歩む

綿実油に浸したマイワシやカタクチイ

ワシのオイルサーディンの製法を同社で

手がけ定着させたのは、1899年に宮津

に開設された府水産講習所の第１期生

だった清次郎２代目社長だ。戦時中はオ

イルサーディンのほかにタケノコや牛肉な

どの缶詰も作り軍用食として採用された

が、戦争に敗れて主要な生産拠点を失

うなど竹中罐詰は大打撃を受けた。しか

し、人の縁に恵まれ1958年、宮津の現在

地に工場を新設できた。同時に、本社機

能も京都市伏見区から移したのを機に

史朗さんが23歳で３代目社長に就任。缶

詰の材料となる日本海の新鮮な魚介類

とともに魚の扱いに慣れた漁師の妻など

従業員にも恵まれ、竹中罐詰は今日まで

徐々に事業を軌道に乗せてきた。

「洋酒に合う上品な味」と
ファンが絶賛

看板商品のオイルサーディンは「自分

が買う立場になったつもりで心を込めて

作ります」と語る女性従業員たちの熟練

した技の結晶ともいえる美しい仕上が

り。缶詰１缶（固形量65g、税込み455～

520円）には、頭と尾びれを取り除いて長

さ約６㎝にそろえたイワシ16匹が整然と

並ぶ。味付けは国産の天然塩。乾燥室に

樽いわしの油漬け」は看板商品として全

国に名をはせた。

ところが、金樽イワシはやがて徐々に姿

を消し、2013年に阿蘇海で久しぶりに漁

師の網にかかったぐらいで、すっかり「幻

の魚」的な存在になってしまった。マイワ

シについては「資源の増減は周期的なも

の」という見方もあるが、府内のマイワシ

漁獲量の減少傾向も近年目立っている。

そんな気になる話題が多い昨今だっ

たが、16年10月、宮津農水商工観連携

会議のコンセプト「天・地・山・海の『しあわ

せ』宮津遺産」５産品の一つに「はしだ

て印いわし油づけ（オイルサーディン）」が

「いわし文化を象徴する歴史のあるオイ

ルサーディン」のストーリーで選ばれた。こ

のほか、公益社団法人日本缶詰びん詰

レトルト食品協会公認の「缶詰博士」黒

川勇人氏による「レジェンド缶詰」の一つ

としても紹介されている。宮津遺産は宮

津市民一人ひとりが誇る宮津の宝物とし

て認定されたもので、レジェンド缶詰は缶

詰に詳しい専門家の高い評価を受けた

もの。そんな嬉しい評価が相次いだだけ

に、オイルサーディンに長年にわたって情

熱を傾けてきた竹中史朗会長を筆頭に

全従業員も意欲を持って製造に励んで

いる。

「品質こそ会社の命」
一つひとつ丁寧に

宮津の栗田半島にある竹中罐詰の缶詰「天の橋立シリーズ」はメ
ディアでも紹介される人気商品。「品質こそ会社の命」を従業員に
徹底し「中身が見えない商品を信用して買ってくださるお客さんを裏
切ってはならない」と、一つひとつ丁寧な手作業での製造にこだわ
る。明治末期に京都市内で創業した同社は敗戦でほとんどを失った
が、宮津に拠点を移したことで発展のきっかけをつかんだ。今は4代
目の晋也社長（45）が会社の舵取り役となり、マイワシの油づけ（オ
イルサーディン）を主力商品に老舗企業の伝統を守り継ぐ。

竹中罐詰
株式会社

【会社概要】
名 称 竹中罐詰株式会社
代 表 者 代表取締役　竹中晋也
業 種 食品製造業（缶詰・瓶詰）
資 本 金 1,000万円
従業員数 正社員9人、パート・アルバイトなど30人
住 所 京都府宮津市小田宿野160－3
電 話 0772-25-0500
ファクス 0772‐25-0837

【沿革】
1899年 京都府水産講習所開設。他業を営ん

でいた２代目の清次郎が第1期生とし
てオイルサーディンの製法を学ぶ

1908年 創業者の仙太郎が京都市内でタケノ
コなどの缶詰製造業開始

1958年 会社設立。宮津で本格的な水産缶
詰製造に携わる

「天の橋立シリーズ」の
オイルサーディンは丁寧
な手作業で完成する

宮 津 市
食 品 製 造 業



府内産の酒造好適米で酒造りに取り組む谷口酒造

酒蔵内でもと造りを行う
谷口暢社長
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府内産の
酒造好適米にこだわる　　

創業は1871（明治４）年。30年前から

現代表取締役の谷口暢
とおる

さん（60）が杜氏

を務め、96年からは京都府が栽培を復

活させた酒造好適米「祝」を使うようにな

り、酒造好適米だけにこだわった酒造り

を始めた。その後は全量、府内産の酒造

好適米となる。

谷口社長は、「自然や歴史文化に富ん

だ丹後地域の米、水、人で酒を造ること

が地域を守ることにつながり、多くの方に

喜んでもらえると考えています。そのため

に与謝野町産「祝」の使用を増やしてい

きたいと思っています」と話す。

代表銘柄は特定名称酒（純米大吟

醸・大吟醸・純米吟醸・吟醸・純米・本醸

造）の「丹後王国」と、普通酒の「芝の

井」。谷口酒造の酒は総じて「きれいな

酒」と表現され、いずれも食事を引き立て

る上品な味わいが特徴だ。丹後王国は

土産品、贈答品として重宝され、芝の井

は地元の飲食店、旅館などで利用されて

いる。

「より料理を引き立てる酒」を目指し、純

米大吟醸を造っている。口当たりが良く、

癖が少なく、控えめな香りの酒。和食を始

め、チーズなどにも良く合う。地域の地酒

イベントではチーズと合わせて提供し、好

評を得ている。

新ブランド「若冲」を投入
近年は特定名称酒の人気が高まって

いる。５年前に比べて販売数量が２割以

上増えており、このニーズに対応するた

め新たな特定名称酒を開発。2016年３月

に純米大吟醸と純米吟醸の「若
じゃく

冲
ちゅう

」ブラ

ンド（http://若冲.com/）を投入した。

開発した若冲は、江戸中期に活躍し

た京都の絵師、伊藤若冲にちなんだ酒

で雨龍図をモチーフにしたパッケージが

特徴。京都市内の百貨店、錦市場の酒

店などで販売している。原料は与謝野町

産の酒造好適米の祝。この原料にこだ

わった最上位ブランドだ。

祝は、デリケートな米のため山田錦な

どに比べて仕込みでも手間がかかるが、

きめ細やかで柔らかく、ふくらみのある味

わいは、ほかでは得難いもの。若冲ファン

を始め、地酒ファンからも支持を得ている

という。

都市部の飲食店や海外にも
酒離れが進む中、丹後地域では近

年、各地の酒蔵を会場にした丹後天酒ま

つり、丹後の酒が一堂に集まる丹後地酒

まつりが開かれている。谷口酒造でも顧

客とのコミュニケーションを図るため積極

的に参加。蔵を開放し、若者や観光客ら

が自社の酒に触れてもらう機会をつくっ

ている。

谷口社長は「酒蔵を構える与謝地域

には与謝蕪村の足跡を求めて多くの方

がやって来る。こうした観光客には『丹

丹後の米、水、人で酒造り

丹後の米、水、人で酒造り―。自然豊かな古里を守るため、府内産の酒
造好適米のみで日本酒造りに取り組む谷口酒造のテーマだ。この一方で、
ニーズに合わせて特定名称酒の最上位の新ブランドを投入するなど、新た
な市場開拓にも余念がない。

【会社概要】
名 称 谷口酒造株式会社
代 表 者 代表取締役社長　谷口暢
業 種 酒造業
資 本 金 1,000万円
従業員数 正社員１人
住 所 京都府与謝郡与謝野町与謝70-2
電 話 0772-42-2018
ファクス 0772-42-0380

【沿革】
1871年 創業
1986年 現社長で杜氏の谷口暢氏による酒造

り開始
1996年 府が復活させた酒造好適米「祝」に

よる酒造り開始
2016年 最上位ブランド「若冲」を発売

後王国』を提供し、弊社の酒を知ってもら

う。一方の『若冲』は、中国や台湾で縁

起物として人気の龍の絵があしらわれて

おり、今後は空港の免税店や都市部の

小売店などでの販売を目指す。海外進出

も視野に入れていきたい」と話す。

都市部の飲食店とのマッチングも狙っ

ている。谷口社長は「京都市の飲食店で

は『丹後』の名が付いたブランド食材の

需要が高まっている。現在、地元での販

売が中心だが、まだまだ可能性がある」と

戦略を練っている。

谷口酒造株式会社

新ブランドの「若冲」 代表銘柄の「丹後王国」と「芝の井」

与謝野町
酒 造 業



チーズをはじめとする
ジャージー牛乳を使った製品群

「ミルク工房そら」でのチーズ加工工程
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乳製品に適した
ジャージー牛一筋30年

お客さんがジャージー牛乳からできた

乳製品を食べて「おいしい」と言ってくれ

るのが何より嬉しいと平林社長（70）は言

う。乳牛の飼育は１年365日休みなく夜明

け前から始まるきつい仕事だが、お客さ

んの笑顔を見るともっとがんばろうという

気持ちになるそうだ。ジャージー種の乳

量はホルスタイン種の半分以下。それで

も乳脂肪や乳たんぱく質が多く、濃厚な

乳製品のおいしさを味わってもらうために

妥協することなく30年以上ジャージー牛

一筋に飼育を続けてきた。

チーズ作りから始まった乳製品
作りが一気に拡大

チーズ作りは、2004年にアグリ・チャレ

ンジャー支援事業として、乳製品加工施

設「ミルク工房そら」をオープンしたとこ

ろから始まった。当初はエキスパートから

チーズ作りを学ぼうと試みたが、結局自ら

の努力で自分の味を生み出して勝負しな

ければ通用しないと考え、試行錯誤を繰

り返した末に納得のいく味に到達した。

その結果、添加物を一切加えず、ジャー

ジー牛乳と丹後の海塩だけで手作りす

るチーズは高い評価を獲得し、2005年に

開かれた「第５回 ALL JAPAN ナチュ

ラルチーズ・コンテスト・ハードタイプ部門」

でゴーダチーズが優秀賞を受賞。これは

チーズ作りの努力と濃厚なジャージー牛

乳という両者が揃ってこそ成し得た快挙

だった。

この受賞でチーズ作りに弾みがつき、

2008年には念願のモッツァレラ・チーズ

の製造を開始。今では牛乳以外にソフト

クリーム、アイスクリーム、チーズ（ゴーダ、

モッツァレラ、マリボー、ストリング、カッチョ

カバロ）、プリン、ミルクジャム、ミルクピス、

バター、飲むヨーグルト、チーズケーキと

豊富な種類の製品を送り出している。

すべての製品に共通するのは「牧場ら

しさ」であり「牧場だからこそ提供できる」

という点だ。しぼりたての新鮮なジャー

ジー牛乳のみを主原料とし、乳脂肪分の

高さを生かして製品づくりを行っている。

濃厚でコクのあるミ

ルクの風味が味わ

え、あっさりとした後

味もジャージー牛乳

の特 徴 。3 0 年 続く

飼育が様々な製品

を生み出し、高い評

価を獲得した。こうした取り組みが功を奏

し、ファンによるクチコミで売り上げが伸

び、テレビのグルメ番組の取材や百貨店

からの引き合いも多い。

地元との連携重視で発展
2009年に牧場カフェをオープンし、営

業を開始。作ったチーズをすぐに食べて

もらいたいと考え、12年にはカフェスペー

スを増築して本格的な石窯を設置し、ピ

ザの販売を開始した。このピザには近隣

農家が育てた新鮮な野菜を使っている

が、こうした地元との連携は当初から大

切にしてきた。メロンや桃、梨、柿、ブドウ、

リンゴなどの果実を生かしたアイスクリー

ム、ジェラート作りも行っており、これらの

作物も近隣農家から仕入れたもの。

また近隣農家とのコラボ商品である

「蜂蜜アイス」や、試作・製造委託を受け

て作った「醤油アイス」などもこうした連

携が生み出した製品だ。地元の高校生

や専門学校生が空いた時間に働ける環

京丹後市
酪農業、

乳製品製造販売業

ジャージー牛乳で作るハイクオリティーな乳製品
添加物なしの手作りチーズは
コンテストで優秀賞

ジャージー牛を自社牧場で飼育し、牛乳や乳製品を出荷している。乳量の
少ないジャージー牛をあえて飼育するのは、ホルスタインに比べて圧倒的に
乳脂肪分が高くてコクがあるから。丹後の海塩と牛乳だけで作るチーズやバ
ターは添加物一切なしで評価が高く、受賞歴もある。

【会社概要】
名 称 有限会社丹後ジャージー牧場
代 表 者 代表取締役社長　平林　衛
業 種 酪農業、乳製品製造販売業
資 本 金 350万円
従業員数 正社員8人、パート・アルバイト15人
住 所 京都府京丹後市久美浜町神崎411
電 話 0772-83-1617
ファクス 0772-83-1677
ホームページ http://www.tango-jersey.co.jp/

【沿革】
2000年 有限会社丹後ジャージー牧場設立
2004年 アグリ・チャレンジャー支援事業にて、

加工施設「ミルク工房そら」オープン。
アイスクリーム、ソフトクリーム、チーズ
の製造販売を開始

2006年 ミルクジャム、プリンの製造販売を開始
2007年 「丹後ジャージー牧場」を商標登録
2008年 ジャージーチーズ・モッツァレラの製造

を開始
2009年 牧場カフェの営業開始
2011年 酪農教育ファームの認定を受ける。

「ミルクピス」の商標を登録
2012年 カフェスペースの増築と石窯ピザの

営業開始
2013年 冷凍ピザ、バターの製造販売を開始

平林衛社長

有限会社

丹後ジャージー牧場

乳製品加工施設「ミルク工房そら」

境を提供するなど、相互にメリットのある

試みも行っている。

今後さらに生産を拡大し、販路を拡大

するために定量充填装置の導入など、

生産ラインの機械化を進めていきたい考

えだ。また地域の環境維持を考慮すると

ジャージー牛の数を現在より増やすこと

は困難なため、ジャージー牛乳を供給し

てくれる牧場を求めている。それらと並行

して看板となる商品の開発を推し進め、

レストラン事業の展開も検討したいとして

いる。



代表商品の「踊せんべい」

プリンターで製造したオリジナルせんべい様々なニーズに対応するため導入したカラープリンター
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新商品開発にも注力
長い間、代表商品は「踊せんべい」と

フライビーンズを入れた「豆玉せんべい」

の２本柱で店を営んできたが、４代目の足

立大介代表（35）は「味にこだわりながら

も、何か面白いものができないか」と新商

品開発を試みた。ちょうどそのころ、家族

が踊せんべいにあんこを付けて食べて

いたことにヒントを得て、あんこをせんべ

いで包んだ「踊かさね」を考案した。

サクッとした踊せんべいとは対照的に、

踊かさねはしっとりとした生地が特徴。そ

の味の良さが受けてリピーターが増え、

今では主力商品の一つに成長した。

せんべいの製造に当たっては、素材に

こだわるだけでなく金属探知機を使用し

て安全な商品供給にも力を注いでおり、

食品衛生協会にも加入して定期検査を

受け、安全性の確保に努めている。

こだわりの材料と
卓越した技術で製造

代表商品の踊せんべいは、特上薄力

粉、ポストハーベストフリーのこだわった

飼料で生産される兵庫県丹波市の鶏

卵、上白糖、はちみつ、モンゴル産の天然

重曹というこだわりの材料と、職人による

卓越した技術で製造される。

全国でも有名な福知山音頭の素朴さ

を味で表現した地元の名物をと、創業者

の足立秀雄さん（故人）が開発。せんべ

いの表面には踊り手や福知山城のイラス

ト、福知山音頭の歌詞の一部が描かれ

ている。材料の配合量などは社外秘で、

店主のみぞ知る独自製法で伝統の味を

守り続けている。

フードプリンターを導入し
多様化するニーズに対応

また、多様化するニーズに対応するた

め７年前には京都府北部の同業者に先

駆けてフードプリンターを導入。一般的に

せんべいに文字やイラストを入れるには

焼き印を使用するが、これでは製造に費

用も時間も掛かってしまう。しかし、フード

プリンターなら顧客が希望する文字やイ

ラストを簡単にプリントでき、安価でオリジ

ナルのせんべいを製造することができる。

プリンターの導入により、結婚式の引き

出物や出産の内祝い、家族の誕生日祝

い、企業の記念品など様々な用途で注

文が入るようになるなど、事業拡大に一

役買っている。オリジナルせんべいは一

袋から製造が可能で、カラープリントにも

対応している。

代表商品として愛され続ける踊せん

べいは現在、地元の土産品店や食品

スーパーで販売されるほか、舞鶴若狭自

動車道の西紀サービスエリア（兵庫県篠

山市）でも扱われ、市外のファンも増えて

いる。顧客の７割がリピーターという点で

も、商品の評価が高い証拠と言えるだろ

う。

今後の展開について同社は、インター

ネット販売を検討するほか都市部のデ

パートでの取り扱いに向け準備を進める

など事業拡大を計画。足立代表は「培っ

た技術を活用して商品のバリエーション

をさらに増やしたい」と話し、新商品の開

発にも精力的に取り組んでいく考えだ。

福
知
山
を
代
表
す
る

「
踊
せ
ん
べ
い
」　

伝
統
の
味
を
守
り
継
ぐ

「ドッコイセ」の掛け声で知られる福知山市の郷土芸能「福
知山音頭」。この踊りを味覚で表現した「踊せんべい」は福知
山市を代表する土産品として長く地元住民らに親しまれてい
る。踊せんべいを製造する合同会社ちきり屋は、今年で創業か
ら97年を迎える老舗企業。材料にこだわった伝統の味を、４代
にわたって守り継いでいる。

合同会社

ちきり屋

福知山市
菓 子 製 造 業

【会社概要】
名 称 合同会社ちきり屋
代 表 者 代表　足立大介
業 種 菓子製造業
資 本 金 300万円
従業員数 正社員２人、アルバイト等５人
住 所 京都府福知山市岡ノ一町23
電 話 0773-22-3632
ファクス 0773-22-3348
ホームページ http://chikiriya.bsj.jp/

【沿革】
1920年 創業
2012年 合同会社設立

伝統の味を守り継ぐ
足立大介代表



伝統とニーズを融合させた酒造りに取り組む与謝娘酒造

麹室で蒸し米の切り返し
作業を行う西原司朗社長
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新商品続々、「驚き」と「喜び」を
1887（明治20）年創業。「与

よ

謝
さ

娘
むすめ

醸

造」として日本酒、焼酎、しょうゆの醸造を

開始した。戦中戦後の物資不足から一

時製造を休止したが、1948年、蔵元経

営者３者が共同で醸造を再開した。58

年９月に「与謝娘酒造合名会社」として

法人登記、85年より３者から故西原一男

氏（現代表の父）が代表社員となり、経

営権が移行。その名残で合名会社の名

が残る。現在、６代目となる西原司朗さん

（37）が社長兼杜氏として経営の舵を取

る。

西原社長は酒造りについて「美味しい

のは当たり前。口に含んだ瞬間の『驚き』

『喜び』、そこからつながる人と人とのコ

ミュニケーションを大切にしたい」と考え

る。その通じ合いから得た顧客のニーズ

を基に、創業から130年培ってきた伝統

技術を生かしながら新たな仕込み方法

を開発。毎年のように新商品を開発し、

世に送り出している。

人気のスパークリング清酒を
海外にも

現 在は日本 酒を2 8 種 類、日本 酒リ

キュールを７種類製造。個性あふれる商

品展開に「面白い会社だ」と興味を持つ

ファンも増え、売上高は年々増加してい

る。他社では吟醸酒などの特定名称酒

が伸びる中、スパークリング清酒の売り上

げが好調で、特に30～50代の女性に人

気という。京都市内のチョコレート専門店

とコラボレーションし、日本酒を使ったカカ

オリキュールも商品化するなど異業種と

の連携にも意欲的だ。

人気のスパークリング清酒「ROCCA」

は日本酒らしいスパークリング清酒を目指

し、甘味と酸味を強調しすぎない従来の

日本酒に沿った仕込み方法と仕込み配

合で醸造。さわやかな炭酸を感じつつ、

甘すぎず酸っぱすぎず、すっきりと飲める

スパークリング清酒に仕上げた。2016年

９月には香港のバイヤーの目に留まり、初

の香港輸出が実現した。

2016年度には経済産業省のJAPAN

ブランドプロデュース支援事業（MORE 

THAN プロジェクト）で与謝野町の「京

の豆っこ米」（有機肥料特別栽培コシヒ

カリ）を使った海外向けの日本酒を開発。

海外への販路獲得に向けても余念がな

い。

与謝野ホップの
地酒スパークリング

今後、西原社長は町の観光活性化に

繋がる企画やツール、ノウハウを持つ企

業とのコラボレーションができればと考え

ている。リキュールの原料となる果実など

を生産する地元農業法人とのマッチング

も進めたい考えだ。

そして2016年から取り組むのは世界で

伝統とニーズを踏まえ
新たな酒造り

多品種少量生産で毎年のように新商品を投入。地元農産物を使った日
本酒リキュールなど個性あふれる商品展開にはファンも多く、特にスパークリ
ング清酒は女性を中心に人気がある。日本酒の楽しみ方が多様化する今、
世界でも類を見ない地元産ホップを使った地酒スパークリングなども開発
中。伝統とニーズを踏まえた新たな酒造りに注目が集まっている。

【会社概要】
名 称 与謝娘酒造合名会社
代 表 者 代表社員　西原司朗
業 種 酒造業
資 本 金 1,000万円
従業員数 正社員２人
住 所 京都府与謝郡与謝野町与謝2-2
電 話 0772-42-2834
ファクス 0772-43-1117
ホームページ http://yosamusume.shop-pro.jp/

【沿革】
1887年 与謝娘醸造として日本酒、焼酎、しょう

ゆの醸造を開始
1948年 蔵元経営者３者が共同で醸造を再

開
1958年 与謝娘酒造合名会社として法人登

記
1985年 故西原一男氏が代表社員となり、経

営権が移行
2011年 6代目の西原司朗氏が杜氏兼社長に

就任

も類を見ないホップを使った地酒スパー

クリングの開発。15年から農業政策とし

てクラフトビール醸造プロジェクトが進む

与謝野町で地元産ホップを使った酒を

商品化し、産声を上げたばかりの新産業

の発展に一役買おうという考えだ。

西原社長は、「京の豆っこ米を使った

日本酒や与謝野町産りんごのリキュー

ル、そして現在取り組む与謝野ホップの

スパークリング酒など様々な可能性に挑

戦し、地域の観光振興ともからめた取り

組みを進めながら地元とともに発展する

酒蔵を目指したい」と話している。

与謝娘酒造
合名会社

女性に人気のスパークリング清酒
「ROCCA」

与謝野町特産の京の豆っこ米を
使った日本酒

与謝野町
酒 造 業



手織りをするクスカの職人

クスカの主力商品であるネクタイ

2015年、京都市内に出店した旗艦店の店内
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昔の織りの技法で今のライフスタイル
300年続く丹後ちりめんの技術と、和装を支えてきた手織りの技術を駆使

し、オールハンドメイドでネクタイなどの服飾雑貨を製造している。「昔の織り
の技法で今のライフスタイル」をコンセプトに「伝統」「ファッション」「芸術」
の３つを融合させ、見て、触れて、人が感動する商品をつくることを基本に、
世界に自社ブランド「ＫＵＳＫＡ」（クスカ）を展開することを目標としている。

楠泰彦社長

【会社概要】
名 称 クスカ株式会社
代 表 者 代表取締役社長　楠泰彦
業 種 織物製造・販売業
資 本 金 2,000万円
従業員数 正社員10人
住 所 京都府与謝郡与謝野町岩屋384-1
電 話 0772-42-4045
ファクス 0772-42-4731
ホームページ http://www.kuska.jp/

【沿革】
1936年 創業
1971年 株式会社に法人化
1982年 ちりめん小物製造販売開始
2008年 手織り商品に一本化
2010年 自社ブランド「ＫＵＳＫＡ」立ち上げ
2012年 ユナイテッドアローズとのコラボ商品展開

京都デザイン賞入選
2013年 フランスの若手デザイナーズブランドとコラボ

世界最大のメンズ展示会PITTI 
IMMAGINE UOMOに出展

2015年 ＡＮＡ機内誌でネクタイを展開
京都市中京区に旗艦店出店

与謝野町
織物製造・販売業

手織りで織り物に付加価値を
創業は1936年。現在の楠泰彦社長

（40）の祖父がちりめんの織物業を始め

た。71年には株式会社クスカとして法人

化、楠社長は３代目に当たる。

楠社長は2006年、30歳の時にＵター

ン。当時は力織機で和装関連の織物を

メーンに行っていたが、消費者の和装離

れにより、厳しい経営状態に陥っていた。

そこで、楠社長は工場に置いてあった手

織り織機に着目。力織機から手織り織機

一本に切り替えることで、商品に付加価

値が付けられないかと考えた。

手織り織機は楠社長の父親で２代目

社長の勝義さんが1998年に導入した。

大量生産からこだわりの逸品へと事業を

シフトするのが狙いだったが、手織り商品

だけで、商売をするには至っていなかっ

た。

楠社長は２年間、手織り織機について

学び、社長に就いた2008年に思い切っ

て自社の商品を手織りに一本化した。

全工程手仕事で
オンリーワン商品

クスカのこだわりは、生糸の状態から、

精錬（不純物などを除去する工程）、染

め、織りの準備、織り、縫製まですべて手

仕事で一貫すること。

また、他にはない商品を生み出すた

め、独自の機構を持つ手織り織機を自社

で開発。手織り職人によっても糸の織り

具合が微妙に異なるため、「一点もの」の

商品になる。

クスカの商品は絹織物ならではの光沢

と色彩に加えて、手織りの風合いが残る

ため、奥行きがあると高い評価を受けて

いる。これはすべて手仕事で行い、職人

の技術が集約されているからこそ生まれ

る最も大きな特長と言える。

その品質は折り紙つきで、特に主力の

ネクタイは大手セレクトショップ「ユナイテッ

ドアローズ」の本店開店20周年記念とし

てコラボ商品を販売したほか、銀座和光

ともコラボ。Ｆｒｅｃｏシリーズとして展開す

る商品が京都デザイン賞に入選、ＡＮＡ

国際線の機内販売誌にも採用されるなど

している。

当初はメンズ中心に展開していたＫＵ

ＳＫＡだが、婦人商品にも参入。マフラー

やストールなどの展開を

始めた。

ブランド価値高め
世界市場へ

2015年12月には京都

市中京区の地下鉄烏丸

御池駅近くに旗艦店を

出店。商品の良さをより多

くの人に知ってもらうとともに、国内外の

バイヤーの目に留まりやすくすることで、

海外展開とブランド強化の足掛かりにす

るのが目的。

既にフランスの若手デザイナーズブラン

ドともコラボ商品を展開するなど、海外進

出を図っているが、楠社長は「オンリーワ

ンの商品でさらにブランド価値を高め、海

外マーケットに進出したい」と意欲的だ。

クスカ株式会社



貝殻を貼りつけ糸状に裁断した和紙
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【会社概要】
名 称 民谷織物
代 表 者 民谷勝一郎
業 種 織物業
従業員数 正社員6人、アルバイト2人
住 所 京都府京丹後市丹後町三宅312
電 話 0772-75-0978
ファクス 0772-75-1955

【沿革】
1975年 創業

西陣帯製造代行店として発足
1978年 貝殻を織物に使用した螺鈿織を開発

和装帯製造代行業に加え、和装帯
製造卸業を開始

2006年 海外向け生地製造と販売活動を開始
2014年 海外取引、新規分野取引の窓口とな

る民谷螺鈿株式会社を設立

世界に誇る独自技術
「螺鈿織」

主要製品は螺鈿帯、螺鈿織生地、革

織生地。独自技術「螺鈿織」を1970年代

後半に開発し、進化させている。螺鈿とい

うのは日本古来の伝統技法だが、それま

で生地に織り込むという発想は存在しな

かった。

貝殻を織り込むためには貝殻に柔軟

性を持たせることが求められるが、その

ためには貝殻を0.1～0.2mmという薄さ

に研磨する必要がある。研磨された極薄

の貝殻は加工の過程で割れやすいため

独自のコーティング技術を採り入れてお

り、それによって自然の貝殻の美的要素

である硬質感を損なわずに製品化するこ

とができる。またデザインされた繊細な模

様通りに貝殻を切りぬく技術もそれまでは

なかったもの。さらに、伝統の和装帯で培

われてきた引
ひき

箔
はく

技法（金などを貼った和

紙を細く糸状に裁断して緯糸として織り

込む技術）と紋意匠ジャカード技術を併

用することで、他に類を見ない多様な表

現が可能となった。

その後、螺鈿織のノウハウから派生さ

せた、革を生地に織り込む独自の「革織」

を開発。風合いの良さを追求した革織物

技術で特許を取得している。貝殻や革、

木などさまざまな素材を生地に織り込む

ための織機も独自に改良を重ねたものを

使用しており、これも世界で唯一無二の

ものである。こうした専用織機と熟練の

手仕事が高品質の螺鈿織の製品化を

可能としている。

超一流ブランドからも高評価
民谷織物の螺鈿帯製品の品質の高さ

は着物業界一般に知られるところだが、

これまでは自社ブランド展開をしてこな

かった。今後はその路線を改め、和装帯

ブランド「民谷螺鈿」と、世界での生地ブ

ランド「TAMIYA RADEN」の確立を

目指す。

高額な製品のため、

市場や取引先を拡張

するのは容易ではない

が、富 裕 層 向けの市

場には大きな需 要が

期待できる。そこで主

要な営業活動として、

パリで開催される生地

の見本市「プルミエール・ビジョン」への出

展や高級ブランドへのプレゼンテーション

を中心にした世界への情報発信を行っ

ている。そうした活動が奏功して欧州の

超一流ブランドが螺鈿生地（革織物を含

む）を採用し、世界的に知名度が高まっ

たが、現在のところそういった取引先はあ

くまでも単発での受注。取引先の大部分

は国内で、和装への利用が主たる需要

である。

今後も海外高級ブランドとの取引は継

続して意欲的に開拓していく方針だが、

一方で国内でも「富裕層向けの高級ブラ

ンドを立ち上げたい」という思いを持った

企業や個人と組んで新たな市場を作っ

ていきたいと考えている。また、衣料用

素材としてのみならず、産業用資材など

にも応用が効くため、建築関連、室内装

飾 、高 級自動

車 等 の 内 装 、

高級家具、バッ

グやベルト等の

アクセサリー、

生 活 関 連グッ

ズ等を含め、異

業種間でのコ

ラボレーション

に大いに期待

できる。

将来見据えた人材育成に腐心
次世代の人材育成は大変重要な課

題だが、一朝一夕に習得できる技術では

ないため、長期的な構えで育成を行って

いる。デザインや貝の細工・加工について

は若手社員を育成しており、大きな戦力

となっている。一方、機織りの職人が高

齢化しているのが現状で、特殊な技法を

継承していくために若手社員のみならず

出機（でばた＝機織りを委託する外部の

職人）の若手の育成にも努めている。

世界と繋がって業務を行っていること

を意識できるように、結果が見える工夫を

しながら広い見識を身につけさせること

を念頭に置いている。

京丹後市
織 物 業

貝殻をデザインに合わせてカットし貼りつける

民
たみ

谷
や

織物は、貝殻の独特の輝きと質感を生かして生地に織り込む
「螺

ら

鈿
でん

織
おり

」と呼ばれる独自技術を持つ。この技術の生み出す美しい
生地は国内の和装需要のみならず海外の超一流ブランドからも採用
されるなど、非常に評価が高い。生地の応用範囲も広いため、建築や
自動車内装などへの需要も開拓したい考えだ。

民谷織物
独自の螺鈿織技術で
世界的ハイブランドにも
高い知名度

螺鈿織の最高傑作の打掛

デザインから製造工程、国内外の営業活動までを主導する民谷共路さん



横糸に撚りをかける撚糸の工程

洋装用の広巾生地の織機
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自社一貫生産を貫く
稀有な機屋

田勇機業は丹後ちりめんを製造する

代表的なメーカー。丹後でも多くの機屋

が加工済みの輸入絹糸に頼るところ、同

社は生糸の選定から撚糸（横糸に撚りを

かける工程）、整経（経糸を織機に仕掛

けるために整える工程）、製織（機織り）ま

ですべて社内で行っている稀
け

有
う

な機屋

である。さらに「水撚り八丁撚糸」という

300年続く伝統手法を現在も使用してい

る機屋は丹後でも少ない。

生糸にはセリシンという粘着性のたん

ぱく質が含まれているが、生糸を釜で炊く

ことによってセリシンが溶けて柔らかくな

る。その状態で生糸に1mあたり3,000～

4,000回の強い撚りをかけ、乾燥させると

セリシンが再び固まって撚りを固定する。

この撚りをかけた緯
ぬき

糸
いと

（横糸）と経
たて

糸
いと

を織

り、精練をすることによって丹後ちりめん

特有のシボ（生地の表面の凹凸）となる

のである。工程中に生糸が乾いてセリシ

ンが固まるのを防ぐために水を落としな

がら撚りをかけるのが「水撚り八丁撚糸」

だ。自社で全工程を一貫して製造してい

るため、撚りのかけ方に強弱をつけたり、

撚った糸の組み合わせによってシボの形

状に変化をつけたりすることができるた

め、様々な表情のちりめんの製織が可能

となる。自家撚糸は品質管理の面でも大

きなメリットである。伝統技巧にこうした工

夫と手間を加えることによって優れた製

品を生み出す同社の商品開発力には同

業者も一目を置くほどで、「丹後織物求

評会」「全国繊維技術展」「全国絹白生

地新商品求評会」において最高の賞で

ある「通商産業大臣賞・経済産業大臣

賞」を複数回受賞している。

一流ブランドも認める
高品質、多様な製品

こうしたシボが特徴的な伝統の丹後ち

りめんに加えて、同社はジャカード織機を

使用した紋織物の製造にも注力してい

る。近年は和装生地よりも巾の広い生地

を織ることができる広巾織機を導入し、

丹後ちりめんの撚糸・製織技術を応用し

た洋装生地を製造している。これが海

外のアパレル一流ブランドの目に留まり、

パリ・オートクチュール・コレクションにも採

用されるなど高い評価を得て、その後、

複数の一流ブランドからの発注を獲得し

た。

また織り方に工夫を凝らして開発した

「絹の浴用タオル」や「絹の洗顔パフ」

がテレビに取り上げられたほか、生糸のセ

リシンの保湿効果を配合した「きぬの石

けん」なども商品ラインナップに加え、積

極的な展開を行っている。

伝統技巧が生み出した
炭素繊維織物

さらに同社は絹関連商品だけにとどま

らず、炭素繊維を使用し自由に模様を表

現できる手法を確立した。丹後ちりめん

の技術を応用し、独自に炭素繊維の製

織の研究を進めてきた結果、炭素繊維

用に改造した１m巾の織物が製織でき

るジャカード織機を導入し、生地に模様

が浮かび上がる「紋織り」を可能とした。

これにより、デザイン性の高い炭素繊維

織物の商品化に成功し、自動車の外装

パーツなどへの利用が期待される。すで

に引き合いを獲得しており、これから着々

と事業展開を行っていく考えだ。

同社の主たる取引先は国内の和装白

生地問屋だが、今後はこれらの製造技

術を生かして正絹のちりめんを和装以外

に利用する異業種との取引を開拓した

り、炭素繊維織物を活用して自動車メー

カーやオリジナルの自動車部品を製造す

るメーカーなどと協業していきたいと田茂

井社長は話す。

田勇機業株式会社

京丹後市
絹織物製造業

伝統技巧と最先端が共存する
丹後ちりめん作り

撚
ねん

糸
し

から整経、製織まで一貫した工程でちりめんを製造しており、「水
みず

撚
よ

り
八
はっ

丁
ちょう

撚
ねん

糸
し

」ができる数少ない工場形態の機
はた

屋
や

である。無地ちりめんとジャカー
ド織機を使用した紋織物の両方を製造している。最近では広巾織機を導入
し、洋装用の広巾絹織物が海外一流ブランドのパリ・コレクション出品に採用
されるなど、非常に高い評価を獲得している。 【会社概要】

名 称 田勇機業株式会社
代 表 者 代表取締役社長　田茂井勇人
業 種 絹織物製造業
資 本 金 3,000万円
従業員数 正社員20人、アルバイト3人
住 所 京都府京丹後市網野町浅茂川112
電 話 0772-72-0307
ファクス 0772-72-1677
ホームページ http://www.tayuh.jp/

【沿革】
1931年 創業
1949年 田勇機業株式会社として法人化
1969年 織物工場建設
1996年 京都府中小企業モデル工場に指定
1997年 本社新社屋完成

シボが様々な表情を見せる丹後ちりめん

田茂井勇人社長



綾部市物部町にある本社工場

EFBコークス製造装置
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バイオマス燃料の
研究開発事業進める
「船舶・海洋」「エネルギー・資源」「インフラ」「防衛」「環境」「食品・医薬品」の６分

野で設計と製造、工事を請け負う総合プラントメーカーとして近年、頭角を現してきた。
主に発電所や化学プラントなど陸上プラント工事や造船、海洋構造物といった海洋事
業を行い、最近は新たにバイオマス発電事業者向けのパーム残

ざん

渣
さ

を有効利用したバイ
オパーム燃料や、パームコークスなどバイオマス燃料の研究開発事業を進めている。

吉岡功貴社長

京都プラント工業
株式会社

福知山市内の工業団地内の排ガス
処理装置詳細設計・製作・設置工事

技術力の高さで
各種装置の開発に成功

京都プラント工業の技術力の高さに多

くの人の目が引き付けられている。近年、

同社が次 と々開発に成功した各種装置

を挙げると、①廃棄物ガス化溶融炉②バ

イオマス液体燃料製造装置③バイオマ

スコークス製造装置など。

このうち廃棄物ガス化溶融炉は新興

国向けにカスタマイズしたもので、日量

75t以下の中型ゴミ処理装置。分別の仕

組みが整わず衛生面で劣悪な新興国向

けに1,000度以上の高温でゴミを溶融還

元することにより、様々なゴミの一括処理

が可能になった。

次にバイオマス液体燃料を製造する

装置は、国立舞鶴工業高等専門学校と

の研究開発が終了し、パーム油を精製す

るときに副生される残渣油を利用した世

界初のＰＡＯ燃料の製造に成功した。こ

の装置により廃棄物の発生の抑制と化

石燃料の使用量の削減で環境負荷を低

減させる画期的なバイオマス液体燃料

が製造できる。主な販売先はバイオマス

発電所のほか、トラックやバスなどの運送

会社、海運会社など。そうした会社に供

給する提案を現在進めている。

３番目のバイオマスコークス製造装置

は、京都工芸繊維大学の協力で量産化

へ向けた実験を進めている。パーム油を

搾油するときに発生するパーム空果房を

用いた高い燃焼効率の半炭化バイオマ

ス固形燃料の開発には既に成功してい

る。ウッドチップやペレットの価格高騰に

対する代替燃料として使うことが可能で

あり、国内外のバイオマスボイラー向けへ

の供給を予定している。

バイオ固形燃料製造装置
シェア世界１位

廃棄物ガス化溶融炉は今、大手メー

カーとの価格競争が激しくなる一方だ

が、東南アジアでの同社のガス化溶融シ

ステムは他社と差別化しているという。ま

たバイオマス液体燃料、バイオマス固形

燃料の製造装置は同社が世界で初めて

開発に成功したものであり、後発の企業

も出てきたものの現在のところ世界シェア

は１位ということになる。

今後の事業展開で同社のマッチング

の対象企業として考えているのは、プラン

トエンジニアリング事業では廃棄物処理

や水処理、排ガス処理、汚泥処理などの

環境関連企業や発電事業者。またバイ

オマス燃料の製造事業では発電事業者

やバイオマス燃料製造事業者、ユニバイ

オマス燃料調達事業者。

生産工程や廃棄物処理の
悩みは任せて

吉岡功貴社長（45）は国内の製造産

業の今後を「海外へのシフトが進んで、よ

り一層の単価の下落が懸念される」とみ

ており、自分たちがオリジナルの事業や装

置を開発、創造することで研究開発企業

への転換を図り、それらの事業が世の中

で必要とされる事業になるように取り組ん

でいきたいと意欲を燃やしている。

吉岡社長はまた、中小製造業者や６

次産業に対して「生産工程や廃棄物の

処理でお困りの場合は、ぜひ声をかけて

ください。業界に特化しない多くの分野

での実績を生かして、より良い提案をさ

せていただきます」と話している。

綾 部 市
プラントエンジニアリング

【会社概要】
名 称 京都プラント工業株式会社
代 表 者 代表取締役社長　吉岡功貴
業 種 プラントエンジニアリング
資 本 金 １,000万円
従業員数 正社員13人、アルバイト等１人
住 所 京都府綾部市物部町広畑97
電 話 0773-49-8201
ファクス 0773-49-8202
ホームページ http://www.kyopla.jp/

【沿革】
1999年 舞鶴市で吉岡設備工業創業
2004年 法人化して「有限会社　吉岡設備工

業」に
2007年 舞鶴市から綾部市に本社工場を移

転。プレハブ配管製作設備を導入
2013年 「有限会社　吉岡設備工業」から「京

都プラント工業株式会社」に商号変更



バイオマス配合樹脂でつくった袋

持ち手の部分にバイオマス配合樹脂が使用されているドライバー
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バイオマス素材で樹脂製造
白石バイオマスは石油資源の節約や、地球温暖化防止に貢献することを

目的に、米ぬかや木粉、でんぷんといった再生可能なバイオマス素材と樹脂
を融合させる特殊な技術研究に取り組み、バイオマス配合樹脂の製造を事
業化。「ＮＥＯＰＬＡ」（ネオプラ）という商品名で、環境負荷が少なく、バイオマ
スの特性、特長を活かしたプラスチックの製造を進めており、これまで培って
きた素材複合化のノウハウを生かし、新たな素材の共同開発にも取り組み
たいとしている。

バイオマス配合樹脂ＮＥＯＰＬＡ。下
段左がＲＢ-シリーズ（米ぬか配合）、
同右がＳ-シリーズ（でんぷん配合）、
上段がＷ-シリーズ（木粉配合）

【会社概要】
名 称 株式会社白石バイオマス
代 表 者 代表取締役社長　荻野晴彦
業 種 バイオマス樹脂製造業
資 本 金 8,000万円
従業員数 12人
住 所 京都府京丹後市峰山町荒山225
電 話 0772-62-4466
ファクス 0772-62-4480
ホームページ http://www.sbdi.jp/

【沿革】
2007年 株式会社白石バイオマス開発研究所

として設立
2008年 資本金を8,000万円に増資
2009年 本社を現在地に移転。商号を白石バ

イオマスに変更
2012年 ㈱日進製作所100％出資子会社に

株式会社

白石バイオマス

京丹後市
バイオマス樹脂製造業

京大の白石信夫名誉教授の
研究を事業化

バイオマス素材とプラスチックを融合さ

せ樹脂を製造する技術は、京都大学名

誉教授の白石信夫氏が開発した。

一方、京丹後市がまとめた「バイオマス

タウン構想」が2007年、国に認められて

農水省の「地域バイオマス利活用交付

金」を活用した新たな雇用創出や新産

業創出の動きが活発となった。このため

同年、民間事業者らが、白石氏とともに、

同氏の研究を事業化しようと、白石バイオ

マス開発研究所を設立した。

設立から約２年間、事業化に向けての

研究を重ね09年、社名を白石バイオマス

に変更し、バイオマス配合樹脂の製造販

売を開始した。

抗菌や消臭、帯電防止効果も
主力商品のＮＥＯＰＬＡは、木粉配合

の「Ｗ-シリーズ」とでんぷん配合の「Ｓ-シ

リーズ」、米ぬか配合の「ＲＢ-シリーズ」

の３種類で、いずれもペレットの状態で製

品原料として販売している。

Ｗ-シリーズは、木粉の含有率が70％

で、射出成形可能な最高の含有率となっ

ている。含有率が高いことで、成型品の

表面は凹凸が多くザラついているが、表

面積が多くなることで、滑りにくくなるなど

の特徴がある。このことから、大手工具

メーカーのドライバーのグリップ部分の材

料、箸などに使用され、好評を得ている。

Ｓ-シリーズは、袋やシートなど柔軟性が

要求される成形品としては最も高い51％

の含有率。でんぷんには吸湿性があるこ

とから、これが帯電防止につながるとい

う。また、Ｗ-シリーズ、Ｓ-シリーズともにバ

イオマスの含有率が50％を超えているた

め容器リサイクル法のプラスチックに該当

せず、燃やして処理するごみとして捨て

られるのも特徴。

ＲＢ-シリーズのバイオマス含 有 率

は20％。米ぬかは、大腸菌やＯ-157、

Ｏ-111、黄色ブドウ球菌に対する強い抗

菌作用を有しており、これが配合樹脂に

なっても生きているほか、大便臭や酢酸

に対する消臭効果も認められている。こ

のため、野菜の保存袋や幼児保育施設

や病院、老人介護施設のごみ袋などに

使用され高い評価を受けている。

バイオマス樹脂だからこそ
創り出せる製品を

バイオマス配合樹脂の認知度や利用

率は国内ではまだまだ低いのが現状。し

かし、プラスαの機能を有した白石バイオ

マスの製品は、その機能性が新たなア

イデアや新たな用途への開拓につなが

りつつあり、少しずつ利用先が増えてい

る。

自社でもバイオマス配合樹脂の特性を

アピールするため、ＲＢシリーズの素材を

使った「ぬかのめぐみ」という袋を販売。

鮮魚店や福祉施設などから多くの引き合

いがあるという。

同社の足立正行製造部長は「バイオ

マス配合樹脂の機能や特性は、建材や

家具、自動車関係など今後、様々な分野

に応用できる可能性がある。バイオマス

配合樹脂だからこそ創りだせる新たな製

品を地道に開拓し、需要を拡大したい」

と話している。



トータルプランニングや特殊な加工技術を誇るタマヤ本社工場

タマヤ株式会社の本社玄関付近

タマヤの主要商品はこれまで数々の
包装部門賞を獲得している
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タマヤ株式会社

「信用第一、
  角があってはならない」

タマヤの誇りは「パッケージ力」。印刷

紙器とラベルの製造販売、オフセット印刷

などに加え、自前のデザイナーによる自由

自在なパッケージ力で商品を生まれ変わ

らせる。商品より先に消費者が目にし手

にするパッケージ製造の全工程で社員

一人ひとりがイノベーション（革新）に徹す

る。それが「紙わざ多才」を標榜するタマ

ヤの真骨頂だ。

1949年、梅垣恒二郎氏が綾部で「タ

マヤ紙器工業所」を開設。60年に法人化

して71年に現在の社名に。「商人は信用

が第一で、角があってはならない」が初

代社長の信条で、社名に込めた創業精

神。今も全従業員に受け継がれている。

企画・製版から出荷までのトータルプラン

ニングを行い、近畿で数社だけが持つ機

械を導入しており、既存の機械をうまく組

み合わせて他社では真似のできない特

殊な加工を可能にしている。

同社がこれから力を入れたい事業は

「ラベル・オン・デマンド印刷」。小ロットか

ら大ロット、そして屋内から屋外までと、

様々なニーズに対応していくことだ。オン・

デマンド印刷は１枚から納品可能な生産

体制で、金や銀、フィルム、表面加工が施

された特殊紙などに印刷でき、ノベルティ

や期間限定仕様の印刷物に使うことが

可能になる。

様々な包装部門賞に輝く
主要製品の市場における同社の評価

は高い。サットボックス「日用品・雑貨包装

部門賞」（03年）、フレッシュボックス「食

品包装部門賞」（05年）、はがし太郎ト

レー「包装技術賞」（07年）、マカロン個

装箱セット「菓子包装部門賞」（12年）と

続き、16年には同社と綾部高校が共同

開発した「組み合わせ自在化化粧箱」が

日本パッケージコンテストの菓子包装部

門賞に輝いた。今後も、綾部高校由良川

キャンパスで生産したクッキーを同社製

版部門の技術支援で包装資材を共同

開発していく。

研修やコラボで「原石を磨け！」
３年前に就任した熊内得二社長（59）

の夢は、府北部で業界トップ企業として

の揺るぎないブランド力を築くこと。そのた

めには「箱屋」のイメージの脱却を図り、

様々な新製品を生み出す会社へと変貌

を遂げたい。そこで重要になるのは人材

育成で「原石をいかに磨き上げるかは会

社の仕事。会社の力が問われます」と強

調する。人を育てるため熊内社長が熱心

に行ってきたのは研修。「人は人によって

磨かれ成長する」を考えの基本にしており

「そのためにはコミュニケーション、何より

も会話が大切」と力を込める。

同時に、府北部の様々な企業などと積

極的にコラボすることで共に成長したい

という方針を明確にしている。一例を挙

げると、京丹後市の米販売店との連携

で「丹後コシヒカリ最高評価『特Ａ』に」

と魅力的なパッケージを開発する取り組

み。このほか、最近進めているのが地元

の綾部高校や綾部青年会議所、福祉施

設、行政との「産・学・青・福・官」の連携で、

「こうしたやり方が京都府北部からの人

口流出を食い止め、地方創生を進めるこ

とにつながるはず」と力説する。

「紙わざ多才」
パッケージの可能性追求

紙という材料から無限に広がるパッケージの可能性に挑戦す
るタマヤ。そんな自社の生き様をアピールするときに好んで使う
のが「紙わざ多才」という言葉だ。今後は府北部で地域連携を進
め、「産・学・青・福・官」のコラボで地域ブランドの確立を目指す。

【会社概要】
名 称 タマヤ株式会社
代 表 者 代表取締役社長　熊内得二
業 種 製造業（各種印刷紙器、紙工品など）
資 本 金 5,000万円
従業員数 正社員74人、アルバイト等６人
住 所 京都府綾部市青野町

下入ヶ口12
電 話 0773-43-4301
ファクス 0773-42-0797
ホームページ http://www.tamayakk.co.jp/

【沿革】
1949年 創業者・梅垣恒二郎がタマヤ紙器工

業所を開設
1960年 タマヤ紙工株式会社を設立し、株式会

社組織とする
1971年 タマヤ株式会社設立。梅垣良作氏が

社長に就任
2003年 ISO14001認証取得
2004年 中小企業経営革新支援法の認証取

得
2005年 ISO14001の2004年度版を更新、取得
2014年 熊内得二が代表取締役社長に就任

綾 部 市
印 刷 紙 器

人づくりの方針を語る熊内社長



～編集後記～

まさに目からウロコでした。素晴らしい技術を有する「ものづくり」企業が多くあることは知っていました

が、実際に経営者の皆様に出会って話をうかがうと、想像以上の技術力や経営に対する真摯な姿勢に

感服するばかりでした。

丁寧に製造機械の説明をしながら、工場内を案内して下さった方や未来へ向けての夢や目標を目を輝

かせながら熱く語ってくださった方、編集を終えて思い出されるのは経営者のみなさんの生き生きとした表

情です。

府北部も他の地域と同様に少子高齢化と若者流出による人口減少で、経済の疲弊が叫ばれていま

す。しかし、これだけの技術を持ち、誇りを持って未来を語ることができる企業が集積していれば、府北部

の未来に大きな希望を持つことができる―と確信しました。

企業ガイドが府北部経済活性化の一助になればと願っています。

最後になりましたが、取材にご協力賜りました企業の担当者の皆様方にあらためて御礼申し上げます。

編集部一同

「企業ガイド」選定委員会委員
（順不同、敬称略）

所属 役職 　　氏名 備考

京都工芸繊維大学 副学長 森迫　清貴 選定委員長

ポリテクカレッジ京都 生産技術科
職業能力開発教授 藤原　　力 　

舞鶴工業高等専門学校 副校長
電気情報工学科教授 平地　克也 　

京都産業 21北部支援センター センター長 松田　　実 　

中小企業団体中央会北部事務所 所長 黒石　　悟 　

京都銀行 公務・地域連携部
地域活性化室長 山元　新司 　

京都北都信用金庫 地域創生事業部長 足立　　渉 　

北近畿経済新聞社 取締役編集長 塩見　聡之


